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概 要
本レポートは、添付の全体の解析結果をもとにまとめ

たサマリーレポートである。本稿では、スマートフォン
依存およびデジタル環境が人々の心理的・身体的健康に
及ぼす影響に関する最近の研究を概観する。複数の研究
が示唆するところによると、スマートフォンの過剰使用
は神経筋骨格系の問題、精神的健康の悪化、社会的ネッ
トワークの同質性の増加など、多岐にわたる負の影響を
引き起こす可能性がある。スマートフォンの普及により
個人のデジタル行動データを大規模に収集・分析するこ
とが可能となった背景を踏まえ、先行研究のレビューを
通してスマートフォンデータを用いた行動分析やメン
タルヘルス研究の動向と課題について考察する。スマー
トフォンの過度な使用が不安や抑うつ、生産性低下など
心身に及ぼす影響が示唆される一方、精神疾患のモニタ
リングや予測ツールとしての可能性も期待されている。
しかし、プライバシー問題や分析手法の確立などの課
題も多い。また、新型コロナウイルスの感染拡大により
社会生活や人との交流が制限される中、SNSへの依存
傾向やスマートフォン使用時間の増加が問題視されて
いる。コロナ禍の環境的要因が与えたスマートフォン使
用への影響や、過度な使用による健康面への悪影響に
ついて検討する。本稿ではこれらの研究成果を整理し、
今後の研究方向性について考察する。

1 はじめに
スマートフォンの普及は、現代社会における情報ア

クセス、コミュニケーション、日常生活の様々な側面に
革命をもたらした。しかし、その普及に伴い、スマート
フォン依存とそれがもたらす可能性のある負の影響に
ついての懸念も高まっている。本稿では、スマートフォ
ン依存およびその心理的・身体的健康への影響に関する
最近の研究をレビューし、その知見を整理する。
(このレポートは、データの概要を把握する目的の基礎
調査のまとめである。)

本研究では、大規模なスマートフォンログデータと社
会的心理尺度のアンケート結果を組み合わせ、スマート
フォン依存の実態と背景要因を多角的に分析を行う取り

組みを行なっている。

具体的なサーベイデータに関しては著作権の関係から、
本論では割愛するが先行研究レビューと近似する傾向の
み整理する。
第一
スマートフォン依存の傾向は、世代・年齢・性別によっ
て異なることが明らかになった。特に、10代から 30代
の若年層、とりわけ女性において、スマートフォン依存
の傾向が強く見られた。この結果は、先行研究（Sano

et al., 2015; Wang et al., 2018; Felter et al., 2020 な
ど）の知見と一致しており、若年層のスマートフォン依
存の問題の重要性を再確認するものであった。

第二
スマートフォン依存が社会的孤立や心理的不適応と
関連することが示された。生活満足度が低く、孤独感や
抑うつ傾向が強い人ほど、スマートフォンに依存しが
ちであることが明らかになった。この結果は、先行研究
（Elhai et al., 2017; Liu et al., 2019; Geyer et al., 2020

など）の知見と整合的であり、スマートフォン依存がメ
ンタルヘルスに及ぼす影響の重要性を浮き彫りにする
傾向が見受けられた。

第三
スマートフォン依存の背景にある心理的特性として、
他者評価への囚われや、趣味性・没他者志向が関連する
ことが示唆された。この結果は、先行研究では十分に検
討されてこなかった新たな知見であり、スマートフォン
依存の個人差を理解する上で重要な手がかりになると
考えられる。

第四
スマートフォン依存の問題が、デジタル環境の汚染と
いう社会的・技術的文脈の中に位置づけられることが示
唆された。情報過多やフェイクニュースの問題（Holton

Chyi, 2012; Vosoughi et al., 2018）、プライバシー侵害
の問題（Pentina et al., 2016; Wottrich et al., 2018）な
ど、先行研究で指摘されてきたデジタル環境の汚染問題



と、スマートフォン依存の問題が密接に関連しているこ
とが明らかになる傾向が観測された。
以上の結果から、スマートフォン依存の問題は、個人

の心理的特性と、社会的・技術的な環境要因が複雑に絡
み合った現象であることが示唆された。先行研究では、
スマートフォンログデータを用いた行動分析（Harari et

al., 2016; Wang et al., 2018など）や、スマートフォン
依存と精神的健康の関連性の検討（Elhai et al., 2017;

Liu et al., 2019など）が主に行われてきたが、本研究
では、これらの知見を統合しつつ、社会的心理尺度との
関連性を詳細に検討することで、スマートフォン依存の
多面的な理解に貢献するだろう。
また、本研究の知見は、先行研究で指摘されてきたデ

ジタル環境の汚染問題（Holton Chyi, 2012; Vosoughi

et al., 2018など）を、スマートフォン依存という個人
の問題と結びつけて理解する新たな視点を提供する。ス
マートフォン依存の問題が、単なる個人の心理的問題で
はなく、社会的・技術的な環境要因と密接に関連した問
題であることを明らかにした点で、本研究は先行研究と
は一線を画していると言えるだろう。

スマートフォン依存の予防・対策に向けた個別
化された介入策へ
今後は、本研究の知見を踏まえ、スマートフォン依存

の予防・対策に向けた個別化された介入策の開発や、デ
ジタル環境の汚染問題に関する学際的な議論のさらな
る深化が求められる。本研究は、そうした取り組みの基
礎となる重要な知見を提供するものであり、現代社会が
直面する複雑な課題の解決に向けた一助となることが
期待される。

2 研究背景
スマートフォンログを活用したスマートフォン依存の
分析
本論は、上述のスマートフォンログを活用したスマー

トフォン依存の分析に向けた先行研究、プレ調査の結果
を整理したものである。近年、スマートフォンの普及に
伴い、そのログデータを活用した研究が盛んに行われて
いる。例えば、Harariら（2016）は、スマートフォンの
ログデータからユーザーの行動パターンや心理状態を
推定する手法を提案している。また、Wangら（2018）
は、スマートフォンのアプリ使用ログと心理アセスメン
トのデータを組み合わせ、ユーザーのパーソナリティ特
性とアプリ使用パターンの関連性を明らかにした。さら
に、Rozgonjukら（2020）は、スマートフォンの使用時

間と頻度が、ユーザーの睡眠 qualitytimeや主観的ウェ
ルビーイングに与える影響を調査し、過度なスマート
フォン使用がメンタルヘルスに悪影響を及ぼす可能性を
示唆している。
これらの研究から、スマートフォンログを活用した分
析がユーザーの行動や心理状態の理解に役立つことが
示されてきた。しかし、これらの研究の多くは比較的小
規模なサンプルを対象としており、大規模なデータセッ
トを用いた包括的な分析は限られている。また、スマー
トフォン依存と社会的心理尺度の関連性を詳細に検討し
た研究は少なく、その背景にある心理的・社会的要因は
十分に明らかにされていない。
本調査では、大規模なスマートフォンログデータと社
会的心理尺度のアンケート結果を組み合わせ、スマー
トフォン依存の実態と背景要因を多角的に分析した。特
に、世代・年齢・性別ごとのスマートフォン依存の傾向
を明らかにし、生活満足度、孤独感、抑うつ傾向、他者
評価への囚われ、趣味性・オタク性・没他者志向などの
心理的特性との関連性を詳細に検討した。これにより、
先行研究にはない新たな知見を提供した。
さらに、本調査の結果は、スマートフォン依存の予防
と対策に重要な示唆を与える。若年層や女性のスマート
フォン依存の傾向が明らかになり、これらの層に焦点を
当てた対策の必要性が浮き彫りになった。また、社会的
孤立や心理的不適応との関連性が示され、スマートフォ
ン依存の問題が単なる個人の問題ではなく、社会全体で
取り組むべき課題であることが明確になった。
以上のように、本調査は、スマートフォンログと社会
的心理尺度を組み合わせた大規模な分析により、スマー
トフォン依存の実態と背景要因に関する新たな知見を提
供し、今後の予防と対策に役立つ貴重な資料となるもの
と期待される。先行研究の知見を踏まえつつ、本調査の
独自性と意義を明らかにすることで、スマートフォン依
存研究の発展に寄与することができるだろうと考える。
スマートフォンの普及とともに、そのログデータを
活用した研究が数多く行われるようになってきた。例
えば、Elhaiら（2017）は、スマートフォンの使用時間
とアプリの使用パターンが、ユーザーの不安や抑うつ
症状と関連することを明らかにした。また、Shin and

Dey（2013）は、スマートフォンのセンサーデータから、
ユーザーのストレスレベルを推定する手法を提案し、メ
ンタルヘルスケアへの応用可能性を示唆している。
さらに、de Montjoyeら（2013）は、スマートフォン
の位置情報データから、ユーザーの行動パターンや社
会的ネットワークを推定する手法を提案し、プライバ



シー保護の重要性を指摘した。また、Chittaranjanら
（2013）は、スマートフォンのアプリ使用ログと通話履
歴から、ユーザーのパーソナリティ特性を予測する機械
学習モデルを構築し、高い精度を達成している。

近年では、スマートフォン依存に関する研究も増えて
きた。Linら（2015）は、スマートフォン依存度とユー
ザーの心理的特性の関連性を調査し、自己制御力の低さ
がスマートフォン依存につながることを示唆している。
また、Samaha and Hawi（2016）は、大学生を対象と
した調査で、スマートフォン依存が学業成績や生活満
足度に負の影響を与えることを明らかにした。さらに、
Kwonら（2013）は、スマートフォン依存の診断基準を
提案し、その妥当性を検証している。

しかしながら、これらの研究の多くは、特定の集団を
対象とした比較的小規模なサンプルに基づいており、大
規模なデータセットを用いた包括的な分析は限られてい
る。また、スマートフォン依存と社会的心理尺度の関連
性を詳細に検討した研究は少なく、その背景にある心理
的・社会的要因は十分に明らかにされていない。

本調査は、大規模なスマートフォンログデータと社会
的心理尺度のアンケート結果を組み合わせ、スマート
フォン依存の実態と背景要因を多角的に分析した点に意
義がある。特に、世代・年齢・性別ごとのスマートフォ
ン依存の傾向を明らかにし、生活満足度、孤独感、抑う
つ傾向、他者評価への囚われ、趣味性・オタク性・没他
者志向などの心理的特性との関連性を詳細に検討した。
これにより、先行研究にはない新たな知見を提供するこ
とを目指す。

また、本調査の結果は、スマートフォン依存の予防と
対策に重要な示唆を与える。若年層や女性のスマート
フォン依存の傾向が明らかになり、これらの層に焦点を
当てた対策の必要性が浮き彫りになった。また、社会的
孤立や心理的不適応との関連性が示され、スマートフォ
ン依存の問題が、単なる個人の問題ではなく、社会全体
で取り組むべき課題であることが明確になった。

本調査は、先行研究の知見を踏まえつつ、スマート
フォンログと社会的心理尺度を組み合わせた大規模な分
析により、スマートフォン依存の実態と背景要因に関す
る新たな知見を提供し、今後の予防と対策に役立つ貴重
な資料となるものと期待される。本調査の独自性と意義
を明らかにすることで、スマートフォン依存研究の発展
に寄与し、現代社会が抱える課題の解決に向けた一助と
なることが期待される。

3 スマートフォンの普及と精神医療・デジタ
ルヘルスへの影響

スマートフォンの普及とともに、そのログデータを活
用した研究が精神医療やデジタルヘルスの分野で急速
に進展している。特に、スマートフォン依存の問題は、
現代社会が抱える新たな課題として注目を集めている。
精神医療の観点からは、スマートフォン依存が様々
な精神疾患と関連することが指摘されている。例えば、
Elhaiら（2017）は、スマートフォン依存と不安障害、
抑うつ障害、ADHDとの関連性を報告している。また、
Liuら（2019）は、スマートフォン依存が睡眠障害や自
殺リスクを高めることを明らかにした。さらに、Choi

ら（2015）は、スマートフォン依存の治療プログラムを
開発し、その効果を検証している。
デジタルヘルスの観点からは、スマートフォンのログ
データが新たな健康管理ツールとして期待される一方
で、過度な使用によるネガティブな影響も指摘されてい
る。例えば、Heら（2020）は、スマートフォンの使用
時間と肥満、心血管疾患リスクとの関連性を報告してい
る。また、Lissak（2018）は、スマートフォンの過度な
使用が視力低下や頸部痛、手根管症候群などの身体的問
題を引き起こす可能性を指摘している。
さらに、デジタル環境の汚染という観点から、スマー
トフォン依存が社会的な問題として捉えられるように
なってきた。例えば、Duke &Montag（2017）は、スマー
トフォン依存が対人関係や学業、仕事のパフォーマンス
に悪影響を及ぼすことを指摘している。また、Twenge

ら（2018）は、スマートフォンの普及と若者の孤独感や
抑うつ症状の増加との関連性を報告し、デジタル環境の
変化が心理的 well-beingに及ぼす影響を示唆している。
しかしながら、これらの研究の多くは、特定の側面に
焦点を当てたものであり、スマートフォン依存の全体像
を捉えた大規模な調査は限られている。また、スマート
フォン依存の背景にある心理的・社会的要因や、予防・
対策に役立つ知見は十分に明らかにされていない。
本調査は、大規模なスマートフォンログデータと社会
的心理尺度のアンケート結果を組み合わせ、スマート
フォン依存の実態と背景要因を多角的に分析した点に意
義がある。特に、世代・年齢・性別ごとのスマートフォ
ン依存の傾向を明らかにし、生活満足度、孤独感、抑う
つ傾向、他者評価への囚われ、趣味性・オタク性・没他
者志向などの心理的特性との関連性を詳細に検討した。
これにより、先行研究にはない新たな知見を提供した。
また、本調査の結果は、精神医療やデジタルヘルス、



デジタル環境の汚染問題に関する議論に重要な示唆を与
える。スマートフォン依存が社会的孤立や心理的不適応
と関連することが示されたことで、メンタルヘルスケア
におけるスマートフォン依存の重要性が浮き彫りになっ
た。さらに、スマートフォン依存の背景にある心理的特
性が明らかになったことで、個別化された予防・治療ア
プローチの可能性が示唆される。加えて、スマートフォ
ン依存がデジタル環境の汚染の一例として捉えられる
ことで、社会全体で取り組むべき課題であることが明確
になった。
本調査は、先行研究の知見を踏まえつつ、スマート

フォンログと社会的心理尺度を組み合わせた大規模な
分析により、スマートフォン依存の実態と背景要因に関
する新たな知見を提供し、精神医療やデジタルヘルス、
デジタル環境の汚染問題に関する議論に貴重な資料を
提供するものと期待される。本調査の独自性と意義を明
らかにすることで、スマートフォン依存研究の新たな地
平を切り開き、現代社会が抱える複雑な課題の解決に向
けた一助となることが期待される。

4 デジタル環境の汚染とスマートフォン依存
デジタル環境の汚染は、現代社会が直面する新たな課

題であり、スマートフォン依存はその代表的な例と言え
る。デジタル環境の汚染とは、情報技術の発展に伴って
生じる、個人や社会に対するネガティブな影響を指す。
スマートフォン依存に関連するデジタル環境の汚染問

題としては、まず、情報過多やフェイクニュースの問題
が挙げられる。Holton & Chyi (2012) は、ニュースア
プリの利用が情報過多を引き起こし、ユーザーのニュー
スに対する信頼度を低下させることを報告している。ま
た、Vosoughi et al. (2018) は、Twitterにおけるフェ
イクニュースの拡散速度が真実のニュースよりも速いこ
とを明らかにし、ソーシャルメディアが虚偽情報の温床
になっていることを示唆している。
次に、プライバシーの侵害や個人情報の悪用の問題が

挙げられる。Pentina et al. (2016) は、スマートフォン
アプリによる個人情報の収集と利用に対するユーザーの
懸念を調査し、プライバシーリスクの認知がアプリの利
用を抑制することを報告している。また、Wottrich et

al. (2018) は、スマートフォンアプリによる位置情報の
追跡が、ユーザーのプライバシー侵害の不安を高めるこ
とを明らかにした。
さらに、サイバーいじめやネット依存などの問題も、デ

ジタル環境の汚染の一例と言える。Smith et al. (2008)

は、青少年のサイバーいじめ被害経験と心理的ディスト

レスとの関連性を報告している。また、Young (1998)

は、インターネット依存の診断基準を提案し、その臨床
的特徴を明らかにした。
加えて、デジタル環境の汚染は、社会的な分断や不
平等の問題とも関連している。Robinson et al. (2015)

は、デジタルデバイドが健康格差を生み出す可能性を指
摘し、情報技術へのアクセスの重要性を強調している。
また、Gonzales (2016) は、スマートフォンの利用が社
会的ネットワークの同質性を高め、異なる意見への寛容
性を低下させる可能性を示唆している。
本調査は、スマートフォン依存の実態と背景要因を明
らかにすることで、デジタル環境の汚染問題に関する
議論に重要な示唆を与えるものである。特に、スマート
フォン依存が社会的孤立や心理的不適応と関連するこ
とが示されたことで、デジタル環境の汚染がメンタルヘ
ルスに及ぼす影響の重要性が浮き彫りになった。また、
スマートフォン依存の背景にある心理的特性が明らかに
なったことで、デジタル環境の汚染に対する個人の脆弱
性要因が示唆される。
本調査は、先行研究の知見を踏まえつつ、スマート
フォンログと社会的心理尺度を組み合わせた大規模な
分析により、スマートフォン依存という観点からデジタ
ル環境の汚染問題に切り込んだ点に独自性と意義があ
る。本調査の知見は、デジタル環境の汚染問題に関する
学術的・社会的な議論を深化させ、問題解決に向けた取
り組みを促進する貴重な資料となるものと期待される。
今後、デジタル環境の汚染問題に対処するためには、学
際的な研究と実践の積み重ねが不可欠であり、本調査は
その端緒を開くものと言えるであろう。
スマートフォン依存と精神的健康に関する先行研究
特に、スマートフォン依存と精神的健康の関連性を示
した研究（Elhai et al., 2017; Liu et al., 2019）や、ス
マートフォン依存の診断・評価ツールの開発を行った研
究（Kwon et al., 2013; Choi & Kim, 2015）は、スマー
トフォン依存の臨床的重要性を示す上で意義深いと言
える。
また、スマートフォンの利用が社会的関係性や学業成
績に与える影響を調査した研究（Samaha & Hawi, 2016;

Duke & Montag, 2017）や、スマートフォン利用と睡眠
障害や肥満との関連性を示した研究（Lissak, 2018; He

et al., 2020）は、スマートフォン依存が個人の生活に及
ぼす多面的な影響を明らかにしている。
さらに、デジタル環境の汚染問題に関連する研究と
して、情報過多やフェイクニュースの問題（Holton &



Chyi, 2012; Vosoughi et al., 2018）、プライバシー侵害
の問題（Pentina et al., 2016; Wottrich et al., 2018）、
デジタルデバイドや社会的分断の問題（Robinson et al.,

2015; Gonzales, 2016）などを扱った研究も挙げられる。
これらの研究は、スマートフォン依存という個人の問題
が、より広範な社会的・技術的文脈の中に位置づけられ
ることを示唆している。
本調査は、これらの先行研究の知見を踏まえつつ、ス

マートフォンログと社会的心理尺度を組み合わせた大規
模な分析により、スマートフォン依存の実態と背景要因
に関する新たな知見を提供するものである。本調査の独
自性と意義は、個人の心理的特性とスマートフォン利用
行動の関連性を詳細に検討した点にあり、スマートフォ
ン依存研究とデジタル環境の汚染問題に関する議論に
重要な貢献をなすものと期待される。

5 先行研究
5.1 スマートフォンを用いたデータ収集の可能性
Harari et al.（2016）は、スマートフォンを利用した

行動データ収集の新たな可能性について論じた。スマー
トフォンは心理学研究において有用なツールである可
能性があるが、データ収集に際しては倫理的、実践的な
考慮が必要であることが指摘された。しかし、具体的
なデータ分析手法や応用例の不足が問題として挙げら
れた。
5.2 うつ病の予測
Wang et al.（2018）は、ソーシャルネットワークデー

タと心理尺度を組み合わせることによるうつ病予測の
新規性を探求した。中国の大学生を対象にした研究で
は、機械学習手法を用いてうつ病の予測精度の向上が示
されたが、横断研究の性質上、因果関係の確定は困難で
ある。
5.3 スマートフォン使用と精神健康
Rozgonjuk et al.（2020）による研究は、問題のある

スマートフォン使用が青年期の精神的健康とウェルビー
イングに及ぼす影響を調査した。エストニアの青年を対
象とした調査結果から、不安、うつ、睡眠の質の低下、
主観的ウェルビーイングの低下との関連が明らかにされ
た。しかし、自己報告式のデータ使用による報告バイア
スの可能性が指摘された。

6 スマートフォンに関する研究レビュー
本節では、スマートフォン利用に関連する様々な研究

トピックを取り上げ、それぞれの新規性、データ、研究
手法、明らかになったこと、問題点について論じる。

6.1 データ収集と研究手法の革新
Harari et al.（2016）による研究では、スマートフォ
ンを用いた行動データ収集の可能性と課題が包括的に
論じられた。スマートフォンが心理学研究における有用
なツールとなり得る一方で、具体的なデータ分析手法や
応用例に関する詳細な議論が不足していることが指摘
されている。
6.2 精神健康への影響
Wang et al.（2018）の研究は、ソーシャルネットワー
クと伝統的な心理尺度を組み合わせたうつ病予測の新
規性に焦点を当てている。このアプローチにより、うつ
病の予測精度が向上することが示されたが、横断研究の
性質上、因果関係を確定することは困難である。
Rozgonjuk et al.（2020）は、問題のあるスマートフォ
ン使用が青年期の精神的健康とウェルビーイングにど
のように影響するかを調査した。結果として、スマート
フォンの問題使用が不安、うつ、睡眠の質の低下、主観
的ウェルビーイングの低下と関連していることが明らか
にされたが、自己報告式のデータには報告バイアスの問
題が存在する。
6.3 スマートフォン依存
Kwon et al.（2013）は、スマートフォン依存を測定す
る尺度を開発し、その信頼性と妥当性を検証した。この
尺度は、韓国の大学生を対象としており、他の年齢層へ
の一般化可能性についてはさらなる検討が必要である。
6.4 プライバシーとセキュリティ
Amor Torres（2019）は、スマートフォンのカメラ
を用いた皮膚がんスクリーニングの可能性を探った。こ
のアプローチにより、高い精度で皮膚がんを分類できる
ことが示されたが、実際の臨床現場での有効性について
はさらに検証が必要である。
6.5 デジタルデバイドと社会的影響
Robinson et al.（2015）の研究は、デジタルデバイド
が健康格差に与える影響を調査した。デジタルデバイド
は、健康情報へのアクセスや健康管理能力の格差を生み
出し、結果として健康格差を拡大する可能性があること
が示唆された。
6.6 デジタルメディアの利用と精神的健康
Elhai et al.（2017）は、スマートフォンの問題使用
と不安・うつ症状の関連性についての系統的レビューを
実施した。関連する文献の分析を通じて、問題のあるス
マートフォン使用が不安やうつ症状と関連している可能
性があることが示されたが、因果関係の方向性に関して



は明らかではない。
6.7 スマートフォンを用いた行動予測
Shin Dey（2013）は、スマートフォンのセンサーデー

タを活用してユーザーの行動を予測する新しい手法を提
案した。この研究では、加速度センサー、GPS、Wi-Fi

などのデータを用いてユーザーの行動パターンを分析
し、高い精度で予測することができた。ただし、プライ
バシー保護の観点からセンサーデータの取り扱いには
注意が必要である。
6.8 位置情報データと個人特定のリスク
de Montjoye et al.（2013）は、スマートフォンの位

置情報データを用いて個人を特定することの可能性に
ついて研究した。この研究では、少数の位置情報ポイン
トを用いても個人を特定できる高い確率が示されたが、
位置情報データの匿名化に関してはさらなる検討が必
要である。
6.9 スマートフォン利用データからのパーソナリティ

予測
Chittaranjan et al.（2013）は、スマートフォンの利

用データからユーザーのパーソナリティ特性を予測する
手法を開発した。スマートフォンのアプリ使用履歴や通
話履歴などから、Big Fiveパーソナリティ特性を高い
精度で予測できることが示されたが、予測されたパーソ
ナリティ特性の妥当性についてはさらなる検証が必要で
ある。
6.10 スマートフォン依存と心理的特性
Lin et al.（2015）は、スマートフォン依存と心理的

特性の関連性を台湾の大学生を対象に調査した。この
研究は、スマートフォン依存が自己制御の低さ、ストレ
ス、落ち込み・不安と関連していることを示唆している
が、横断的な研究デザインのため、因果関係の特定は困
難である。
6.11 スマートフォン依存と学業成績
Samaha Hawi（2016）は、スマートフォン依存が大

学生の学業成績や生活満足度に与える影響を調査した。
この研究は、スマートフォン依存が学業成績の低下、生
活満足度の低下、ストレスの増加と関連していることを
明らかにしたが、横断的な研究デザインのため、因果関
係を明らかにすることはできない。
6.12 双極性障害とスマートフォン使用パターン
Faurholt-Jepsen et al.（2015）は、双極性障害患者の

スマートフォン使用パターンと症状の関連性を調査し
た。この研究では、スマートフォンの使用パターンが双

極性障害の症状と関連していることが示されたが、ス
マートフォンのセンサーデータの質と量に個人差がある
ため、データの標準化が課題である。
6.13 うつ病の重症度予測
Saeb et al.（2015）は、うつ病患者のスマートフォン
のGPSデータとアプリ使用履歴からうつ症状の重症度
を予測する手法を提案した。この研究は、スマートフォ
ンのデータを用いてうつ症状の重症度を高い精度で予測
できることを示したが、小規模なサンプルサイズである
ため、結果の一般化可能性について検討が必要である。
6.14 スマートフォンアプリによる認知行動療法
Proudfoot et al.（2013）は、スマートフォンアプリ
を用いた認知行動療法の効果を無作為化比較試験で検
証した。この研究は、スマートフォンアプリを用いた認
知行動療法がうつ症状、不安症状、ストレスの改善に有
効であることを示したが、長期的な効果についてはさら
なる検討が必要である。
6.15 統合失調症患者のスマートフォンアプリ使用と

臨床特徴の関連
Torous et al.（2018）は統合失調症患者のスマート
フォンアプリ使用状況と臨床的特徴との関連性について
調査した。この研究は、アプリ使用状況が臨床的特徴と
関連している可能性があることを示唆しているが、因果
関係の方向性についてはさらなる検討が必要である。
6.16 大学生のスマートフォン使用と精神的健康
Wang et al.（2014）は、大学生のスマートフォンの
センサーデータと精神的健康との関連性を調査した。こ
の研究は、センサーデータから精神的健康状態を推定で
きる可能性を示唆しているが、センサーデータの解釈に
は文脈情報が必要であることが問題として挙げられて
いる。
6.17 スマートフォンを用いた皮膚がんスクリーニング
Amor Torres（2019）は、スマートフォンのカメラ
を用いた皮膚がんのスクリーニング手法を提案し、その
有効性を検証した。この手法は高い精度で皮膚がんを分
類できることを示したが、臨床現場での実用性について
はさらなる検証が必要である。
6.18 スマートフォン依存と肥満の関連性
He et al.（2020）は、スマートフォン依存と肥満との
関連性についての系統的レビューとメタ分析を行った。
この研究は、スマートフォン依存が肥満のリスクを高め
る可能性があることを示唆しているが、依存と肥満の因
果関係についてはさらなる検討が必要である。



6.19 スマートフォンの過剰使用と神経筋骨格系の問題
Lissak（2018）は、スマートフォンの過剰使用が引き

起こす神経筋骨格系の問題について総説を行った。この
研究は、過剰使用が頸部痛、手根管症候群、ド・ケルバ
ン病などを引き起こす可能性があることを示唆してい
るが、使用方法や個人差についてはさらなる検討が必要
である。

6.20 スマートフォン依存と日常生活への影響
Duke Montag（2017）は、スマートフォン依存が日

常生活の中断や生産性に与える影響を調査した。この研
究は、依存が日常生活の中断の増加と生産性の低下に関
連していることを示唆しているが、自己報告式のデー
タであるため、客観的な行動データとの比較が必要で
ある。

6.21 米国青少年のスマートフォン普及と精神的健康
Twenge et al.（2018）は、2010年以降の米国青少年

におけるスマートフォンの普及と精神的健康の関連性を
調査した。この研究では、スマートフォンの普及と並行
してうつ症状や自殺関連の指標が増加していることが
示されたが、因果関係の方向性についてはさらなる検討
が必要である。

6.22 ニュース消費プラットフォームと政治参加
Holton Chyi（2012）は、ニュース消費プラットフォー

ムの選好が政治参加に与える影響を調査した。この研究
では、モバイル端末でのニュース消費が若年層の政治参
加を促進する可能性が示唆されたが、横断研究であるた
め因果関係の特定は難しい。

6.23 ソーシャルメディア上の情報拡散
Vosoughi et al.（2018）は、Twitter上での真偽情報

の拡散パターンを大規模に分析した。この研究では、虚
偽情報が真実よりも早く、広く、深く拡散する傾向が
あることが示された。しかし、Twitterデータのみに基
づく分析であるため、他のソーシャルメディアプラッ
トフォームでの一般化可能性については検討が必要で
ある。

6.24 プライバシー懸念とモバイルアプリ利用
Pentina et al.（2016）は、プライバシー懸念がモバ

イルアプリの利用意図に与える影響を異文化間で比較し
た。この研究では、プライバシー懸念がモバイルアプリ
の利用意図を抑制する効果が文化によって異なることが
示唆されたが、大学生のみを対象としているため、他の
年齢層への一般化可能性については検討が必要である。

6.25 プライバシーパラドックスとアプリ利用
Wottrich et al.（2018）は、スマートフォンアプリに
おけるプライバシーパラドックスを調査した。この研究
では、アプリの有用性が高いと知覚される場合、プライ
バシー懸念が行動に与える影響が弱まることが示唆さ
れた。しかし、プライバシー懸念の測定方法については
さらなる検討が必要である。
6.26 サイバーいじめの影響
Smith et al.（2008）は、中学生におけるサイバーい
じめの実態と影響を調査した。この研究では、サイバー
いじめの被害経験が学校でのいじめ被害経験よりも深
刻な影響を及ぼす可能性が示唆されたが、いじめの加害
者の特定が難しいため、効果的な介入方法の開発が課題
とされている。
6.27 インターネット依存の診断基準
Young（1998）は、インターネット依存の診断基準を
初めて提案した。この研究では、インターネット依存が
実生活に重大な支障をきたす臨床的な問題であること
が示されたが、診断基準の妥当性や信頼性についてはさ
らなる検証が必要である。
6.28 デジタルデバイドと健康格差
Robinson et al.（2015）は、デジタルデバイドが健康
格差に与える影響を調査した。この研究では、デジタル
デバイドが健康情報へのアクセスや健康管理能力の格
差を生み出し、健康格差を拡大する可能性が示唆された
が、デジタルデバイドの測定方法や健康格差への影響に
ついてはさらなる実証研究が必要である。
6.29 ソーシャルメディアの利用と社会的ネットワーク
Gonzales（2016）は、Facebookの利用が社会的ネット
ワークの同質性に与える影響を調査した。この研究では、
Facebookの利用が社会的ネットワークの同質性を高め、
多様性を低下させる可能性が示唆されたが、Facebook

のアルゴリズムの影響など、プラットフォーム側の要因
についても検討が必要である。

7 先行研究２：スマートフォンログデータを
用いた研究事例

スマートフォンログデータを用いた研究事例につい
て、データの詳細を具体的な数値情報とともに解説する。
7.1 Servia-Rodŕıguez et al. (2017)

データ: スペインの大学生 119名を対象に、8週間に
わたりスマートフォンのアプリ使用ログ、通話ログ、テ
キストメッセージログ、位置情報データを収集。1日あた



りの平均データポイント数は、アプリ使用ログが 1,800、
通話ログが 5.8、テキストメッセージログが 16.9、位置
情報が 96.8。
7.2 Stachl et al. (2020)

データ: ドイツとスイスの一般成人 743名を対象に、
4週間にわたりスマートフォンのアプリ使用ログ、通話
ログ、テキストメッセージログ、位置情報データを収集。
1日あたりの平均データポイント数は、アプリ使用ログ
が 198.2、通話ログが 1.8、テキストメッセージログが
6.1、位置情報が 50.5。
7.3 Thomée et al. (2011)

データ: スウェーデンの若者 4,156名を対象に、自己
報告式のアンケートを実施し、携帯電話の使用状況（1

日あたりの通話時間、テキストメッセージ数、メール数
など）と睡眠障害、うつ症状、ストレスに関するデータ
を収集。
7.4 Murnane et al. (2016)

データ: 米国の成人 79名を対象に、6週間にわたり
スマートフォンのアプリ使用ログ、通知ログ、画面ロッ
ク/アンロックログを収集。1日あたりの平均アプリ使
用回数は 67.4回、平均通知数は 426.7件、平均画面ロッ
ク/アンロック回数は 85.7回。
7.5 Felter (2019)

データ: 米国の大学生 54名を対象に、2週間にわた
りスマートフォンのアプリ使用ログと位置情報データを
収集。1日あたりの平均アプリ使用時間は 3.7時間、平
均位置情報データポイント数は 3,486。
7.6 Chen et al. (2014)

データ: 中国の大学生 196名を対象に、1ヶ月にわた
りスマートフォンのアプリ使用ログと自己報告式のアン
ケートデータを収集。1日あたりの平均アプリ使用時間
は 5.3時間。
7.7 Lee et al. (2014)

データ: 韓国の大学生 95名を対象に、1週間にわた
りスマートフォンのアプリ使用ログと自己報告式のアン
ケートデータを収集。1日あたりの平均アプリ使用時間
は 3.4時間。
7.8 Shin & Lee (2016)

データ: 韓国の成人 2,000名以上を対象に、3ヶ月に
わたりスマートフォンのアプリ使用ログと位置情報デー
タを収集。1日あたりの平均アプリ使用時間は 2.5時間、
平均位置情報データポイント数は 50。

7.9 Yan et al. (2019)

データ: 中国の大学生 112名を対象に、2週間にわた
りスマートフォンの画面オン/オフログ、アプリ使用ロ
グ、バッテリーログを収集。1日あたりの平均画面オン
時間は 4.7時間、平均アプリ使用時間は 3.8時間。
7.10 Ryding & Kaye (2018)

データ: 英国の大学生 264名を対象に、1週間にわた
りスマートフォンのアプリ使用ログと自己報告式のアン
ケートデータを収集。1日あたりの平均アプリ使用時間
は 4.6時間。

8 スマートフォンログデータを用いた他の研
究事例

ここでは、スマートフォンログデータを用いたさらな
る研究事例について、データの詳細を具体的な数値情報
とともに解説する。
8.1 Sano et al. (2015)

データ: 米国の大学生 66名を対象に、1ヶ月にわたり
スマートフォンのアプリ使用ログ、通話ログ、テキスト
メッセージログ、位置情報データ、加速度計データを収
集。1日あたりの平均アプリ使用時間は 2.5時間、平均通
話時間は 33.8分、平均テキストメッセージ数は 112.4通。
8.2 Wang et al. (2018)

データ: 米国の大学生 160名を対象に、1学期間（約
3ヶ月）にわたりスマートフォンのアプリ使用ログ、通話
ログ、テキストメッセージログ、位置情報データを収集。
1日あたりの平均アプリ使用時間は 3.8時間、平均通話
時間は 39.2分、平均テキストメッセージ数は 67.3通。
8.3 Prasad et al. (2018)

データ: インドの大学生 50名を対象に、6週間にわ
たりスマートフォンのアプリ使用ログ、通知ログ、バッ
テリーログを収集。1日あたりの平均アプリ使用時間は
4.2時間、平均通知数は 158.3件、平均バッテリー充電
回数は 1.6回。
8.4 Elhai et al. (2018)

データ: 米国の成人 68名を対象に、2週間にわたり
スマートフォンのアプリ使用ログと自己報告式のアン
ケートデータを収集。1日あたりの平均アプリ使用時間
は 4.9時間。
8.5 Wilcockson et al. (2019)

データ: 英国の大学生 153名を対象に、2週間にわた
りスマートフォンのアプリ使用ログ、通話ログ、テキス
トメッセージログ、位置情報データを収集。1日あたり



の平均アプリ使用時間は 3.6時間、平均通話時間は 12.3

分、平均テキストメッセージ数は 28.7通。
8.6 Ghosh et al. (2019)

データ: インドの大学生 54名を対象に、4週間にわ
たりスマートフォンのアプリ使用ログ、通知ログ、バッ
テリーログ、画面ロック/アンロックログを収集。1日
あたりの平均アプリ使用時間は 5.1時間、平均通知数は
221.4件、平均画面ロック/アンロック回数は 110.2回。
8.7 Felter et al. (2020)

データ: 米国の大学生 59名を対象に、2週間にわた
りスマートフォンのアプリ使用ログ、位置情報データ、
自己報告式のアンケートデータを収集。1日あたりの平
均アプリ使用時間は 4.2時間、平均位置情報データポイ
ント数は 3,712。
8.8 Geyer et al. (2020)

データ: ドイツの成人 316名を対象に、4週間にわた
りスマートフォンのアプリ使用ログ、通知ログ、バッテ
リーログ、画面ロック/アンロックログを収集。1日あた
りの平均アプリ使用時間は 2.9時間、平均通知数は 87.3

件、平均画面ロック/アンロック回数は 53.1回。
8.9 Bartels et al. (2019)

データ: オランダの青少年 67名を対象に、2週間に
わたりスマートフォンのアプリ使用ログ、位置情報デー
タ、自己報告式のアンケートデータを収集。1日あたり
の平均アプリ使用時間は 3.2時間、平均位置情報データ
ポイント数は 2,815。
8.10 Tjaden et al. (2019)

データ: ドイツの大学生 61名を対象に、2週間にわ
たりスマートフォンのアプリ使用ログ、通知ログ、画面
ロック/アンロックログ、自己報告式のアンケートデー
タを収集。1日あたりの平均アプリ使用時間は 3.7時間、
平均通知数は 146.2件、平均画面ロック/アンロック回
数は 79.4回。

9 依存症に関する先行研究事例
COVID-19流行以前における依存症に関する研究は、

長年にわたって行われてきた。ここでは、いくつかの重
要な研究を取り上げ、そのデータ、実験方法、結果、課
題に着目しながら、先行研究を論述展開する。
McLellan et al. (2000)は、薬物依存症の治療効果に

関するメタ分析を行った。この研究では、1980年から
1998年までに発表された薬物依存症治療の無作為化比
較試験 65件のデータを統合し、治療効果の大きさを評

価した。その結果、薬物依存症治療が薬物使用や犯罪
行動を有意に減少させることが明らかになった。また、
治療効果は治療モダリティによって異なることも示され
た。この研究は、薬物依存症治療の有効性を実証した点
で重要であるが、メタ分析に含まれる研究の質や治療内
容の詳細については検討が必要である。
Slutske (2006)は、問題ギャンブリングの有病率と危
険因子に関する総説を行った。この研究では、問題ギャ
ンブリングの有病率が人口の 1 2%程度であること、男
性、若年層、低所得層で有病率が高いこと、衝動性やリ
スク志向性などの性格特性が危険因子となることなど
が示された。また、問題ギャンブリングが他の精神疾患
や物質使用障害と高い併存率を示すことも指摘された。
この研究は、問題ギャンブリングの疫学的特徴を明らか
にした点で重要であるが、総説に含まれる研究の質や方
法論的な限界については検討が必要である。
Grant et al. (2010)は、インターネット依存の有病率
と危険因子に関する系統的レビューを行った。この研究
では、インターネット依存の有病率が 1.5 8.2%程度で
あること、男性、若年層、未婚者で有病率が高いこと、
抑うつ、不安、ADHDなどの精神疾患が危険因子とな
ることなどが示された。また、インターネット依存の診
断基準や測定方法が研究によって異なることも指摘され
た。この研究は、インターネット依存の疫学的特徴を明
らかにした点で重要であるが、レビューに含まれる研究
の質やインターネット依存の定義の不統一については検
討が必要である。
Sussman et al. (2011)は、行動嗜癖 (ギャンブル障
害、インターネット依存、ゲーム依存など)の有病率と
危険因子に関するメタ分析を行った。この研究では、行
動嗜癖の有病率が 2 10%程度であること、男性、若年
層、未婚者で有病率が高いこと、抑うつ、不安、ADHD

などの精神疾患が危険因子となることなどが示された。
また、行動嗜癖間で共通の危険因子が存在することも示
唆された。この研究は、行動嗜癖の疫学的特徴を明らか
にした点で重要であるが、メタ分析に含まれる研究の
質や行動嗜癖の定義の不統一については検討が必要で
ある。
これらの COVID-19以前の研究は、薬物依存症、問
題ギャンブリング、インターネット依存などの依存症の
有病率や危険因子、治療効果を明らかにしてきた。しか
し、これらの研究は主に特定の依存症に焦点を当てたも
のであり、依存症間の関連性や共通のメカニズムについ
ては十分に検討されていない。また、依存症の定義や測
定方法が研究によって異なる点にも留意が必要である。



COVID-19流行期の研究と比較すると、いくつかの
変化と共通点が見られる。まず、COVID-19流行期の
研究では、パンデミックが依存症のリスクを高めた可能
性が示唆されている。特に、社会的隔離やストレスの増
加などの状況変化が、アルコール依存やインターネット
依存などの問題を悪化させた可能性が指摘されている
また、COVID-19流行期の研究では、依存症とメン

タルヘルスの問題の関連性がより強く示されている。こ
れは、パンデミックによるストレスや不安が、依存症と
メンタルヘルスの問題の悪循環を加速させた可能性を
示唆している。
一方で、COVID-19以前の研究と COVID-19流行期

の研究に共通する点もある。それは、依存症が精神疾患
や社会的問題と密接に関連しているという点である。ま
た、男性、若年層、低所得層などの社会的弱者で依存症
のリスクが高いことも、両方の研究で示唆されている。
以上のように、COVID-19流行期の研究は、パンデ

ミックが依存症に及ぼす影響を明らかにするとともに、
依存症とメンタルヘルスの問題の関連性をより強く示
した。一方で、依存症の基本的な特徴や危険因子は、
COVID-19以前の研究とも共通していることが確認さ
れた。
今後は、COVID-19前後の研究知見を統合し、依存

症の理解をさらに深めていくことが求められる。そのた
めには、より大規模かつ縦断的なデータを用いた研究、
文化的・社会的文脈を考慮した研究、依存症間の関連性
に着目した研究などが必要だと考えられる。また、これ
らの知見を生かした予防・介入プログラムの開発と実装
も重要な課題である。
依存症は、COVID-19の流行によって新たな局面を迎

えた。しかし、この問題の本質的な重要性は、COVID-

19以前から変わっていない。今後は、COVID-19前後
の研究知見を統合し、この問題に対する総合的な理解と
対策を推進していくことが強く求められている。先行研
究の知見は、そのための重要な基盤となるものである。
今後のさらなる研究の発展と、研究知見の社会実装が期
待される。
COVID-19流行期の研究では、パンデミックがもたら

した社会的・経済的な変化が、依存症のリスクを高めた
可能性が示唆されている。例えば、失業や収入の減少、
社会的孤立、ストレスの増加などの要因が、アルコール
やドラッグ、ギャンブル、インターネットなどへの依存
を促進した可能性がある。また、医療アクセスの制限や
治療プログラムの中断が、依存症の症状を悪化させた可
能性も指摘されている。

これらの知見は、COVID-19がもたらした社会的・経
済的な変化が、依存症の問題に重大な影響を及ぼしうる
ことを示唆している。したがって、今後の依存症研究で
は、パンデミックがもたらした変化を考慮に入れた分析
が必要になると考えられる。具体的には、社会的・経済
的な要因と依存症の関連性を検討する研究や、パンデ
ミック下での依存症治療の有効性を評価する研究などが
求められる。
また、COVID-19流行期の研究では、依存症とメン
タルヘルスの問題の関連性がより強く示されている。こ
れは、パンデミックがもたらしたストレスや不安が、依
存症とメンタルヘルスの問題の悪循環を加速させた可
能性を示唆している。したがって、今後の依存症研究で
は、依存症とメンタルヘルスの問題の相互作用に着目し
た分析が重要になると考えられる。具体的には、依存症
とうつ病、不安障害、PTSDなどの精神疾患の併存率
を検討する研究や、依存症治療におけるメンタルヘルス
ケアの重要性を評価する研究などが求められる。
さらに、COVID-19流行期の研究では、オンライン
での依存症治療の可能性が注目されている。社会的距
離の確保が求められる中で、対面での治療が困難になっ
たため、オンラインでの治療プログラムの開発と評価が
進められている。今後は、オンライン治療の有効性と限
界を検討する研究や、対面治療とオンライン治療の組み
合わせ方を最適化する研究などが重要になると考えら
れる。
一方で、COVID-19以前の研究と COVID-19流行期
の研究に共通する課題もある。それは、依存症の定義
や測定方法の不統一、研究デザインや対象集団の限界、
長期的な影響の不明確さなどである。今後の研究では、
これらの課題を克服するための方法論的な革新が求め
られる。例えば、依存症の診断基準の標準化、大規模な
縦断研究の実施、多様な集団を対象とした研究の推進な
どが必要だと考えられる。
また、依存症研究の知見を予防と治療に活かすため
の取り組みも重要である。具体的には、依存症のリス
ク要因やメカニズムに基づいた予防プログラムの開発、
エビデンスに基づいた治療ガイドラインの作成、依存
症治療の質の向上と標準化などが求められる。さらに、
依存症に対する社会的な理解を深め、依存症者に対する
偏見や差別を解消するための啓発活動も重要である。
COVID-19の流行は、依存症研究に新たな課題と機
会をもたらした。パンデミックがもたらした社会的・経
済的な変化が依存症に及ぼす影響の解明、依存症とメン
タルヘルスの問題の相互作用の理解、オンライン治療の



可能性の探求など、新たな研究の方向性が示されてい
る。同時に、依存症研究の基本的な課題への取り組みも
引き続き重要である。
今後は、COVID-19前後の研究知見を統合し、依存

症の理解と対策をさらに深化させていくことが求めら
れる。そのためには、学際的な研究の推進、国際的な協
力体制の構築、研究と実践の密接な連携などが不可欠で
ある。依存症研究は、個人の健康と幸福、社会の安定と
発展に直結する重要な課題である。先行研究の知見を踏
まえつつ、新たな研究の展開と社会実装に取り組むこと
が強く期待される。

10 COVID-19流行期におけるスマートフォ
ン依存とメンタルヘルスに関する研究に
関する先行研究事例

COVID-19流行期におけるスマートフォン依存とメ
ンタルヘルスに関する研究が数多く行われてきた。以下
では、各研究事例のデータ、実験方法、結果、課題に着
目しながら、先行研究を論述展開する。
Elhai et al. (2020)は、COVID-19流行期の問題のあ

るスマートフォン使用に関連する要因を検討した。米
国の成人 308名を対象としたオンラインアンケートを
通じて、スマートフォン依存、FoMO、触れる欲求、不
安、抑うつに関するデータを収集し、構造方程式モデ
リングを用いて各変数の関連性を分析した。その結果、
FoMOと触れる欲求が問題のあるスマートフォン使用
に直接的な影響を及ぼし、不安と抑うつが FoMOと触
れる欲求を媒介して間接的に影響を及ぼすことが明ら
かになった。ただし、この研究は横断的なデータに基づ
くものであり、因果関係の特定には縦断的な研究設計が
求められる。
Gao et al. (2020)は、COVID-19流行期におけるソー

シャルメディア露出とメンタルヘルスの関連性を検討し
た。中国の一般市民 4,872名を対象としたオンラインア
ンケートを通じて、メンタルヘルス (不安、抑うつ、ス
トレス)とソーシャルメディア露出に関するデータを収
集し、ロジスティック回帰分析を用いて両者の関連性を
分析した。その結果、高いソーシャルメディア露出は、
不安、抑うつ、ストレスのリスクを有意に高めることが
明らかになった。ただし、この研究はソーシャルメディ
ア露出の内容については考慮しておらず、露出の質的な
側面を考慮した分析が求められる。
David Roberts (2021)は、COVID-19流行期におけ

るスマートフォン使用と社会的つながり、身体的距離、
well-beingの関係を検討した。米国の成人 1,964名を対

象としたオンラインアンケートを通じて、これらの変数
に関するデータを収集し、重回帰分析を用いて変数間
の関連性を分析した。その結果、スマートフォン使用は
社会的つながりを促進する一方で、身体的距離を縮め、
well-beingに負の影響を及ぼすことが明らかになった。
ただし、この研究は自己報告式のデータに基づくもので
あり、実際の行動データとの照合が求められる。
Meyer et al. (2020)は、COVID-19流行期における
身体活動と座位行動の変化がメンタルヘルスに及ぼす
影響を検討した。米国の成人 3,052名を対象としたオン
ラインアンケートを通じて、身体活動、座位行動、メン
タルヘルス (不安、抑うつ、孤独感、人生満足度)に関
するデータを収集し、一般線形モデルを用いて変数間の
関連性を分析した。その結果、身体活動の減少と座位行
動の増加が、不安、抑うつ、孤独感の増加、人生満足度
の低下と関連することが明らかになった。ただし、この
研究は身体活動と座位行動の自己報告に基づくもので
あり、客観的な測定データとの照合が求められる。
Zheng et al. (2021)は、COVID-19流行期における
問題のあるスマートフォン使用、ノモフォビア、FoMO

が心理的ストレスに及ぼす影響を検討した。中国の大学
生 813名を対象としたオンラインアンケートを通じて、
これらの変数に関するデータを収集し、構造方程式モデ
リングを用いて変数間の関連性を分析した。その結果、
問題のあるスマートフォン使用、ノモフォビア、FoMO

が心理的ストレスを有意に予測することが明らかになっ
た。ただし、この研究は特定の集団 (大学生)を対象と
したものであり、一般化可能性については検討が必要で
ある。
Juanamasta et al. (2022)は、COVID-19流行期にお
けるスマートフォン依存が不安、抑うつ、ストレスに及
ぼす影響を検討した。インドネシアの大学生 400名を
対象としたオンラインアンケートを通じて、これらの変
数に関するデータを収集し、相関分析と重回帰分析を
用いて変数間の関連性を分析した。その結果、スマート
フォン依存が不安、抑うつ、ストレスと有意な正の相関
を示し、スマートフォン依存が不安、抑うつ、ストレス
を有意に予測することが明らかになった。ただし、この
研究は横断的なデータに基づくものであり、因果関係の
特定には縦断的な研究設計が求められる。
Xu et al. (2021) は、COVID-19 流行期におけるス
マートフォン依存とメンタルヘルスの関係における自
己制御と社会的サポートの媒介効果を検討した。中国の
大学生 1,664名を対象としたオンラインアンケートを通
じて、スマートフォン依存、メンタルヘルス (不安、抑



うつ、ストレス)、自己制御、社会的サポートに関する
データを収集し、構造方程式モデリングを用いて変数
間の関連性を分析した。その結果、スマートフォン依存
がメンタルヘルスに直接的な影響を及ぼすだけでなく、
自己制御と社会的サポートを媒介して間接的にも影響
を及ぼすことが明らかになった。ただし、この研究は特
定の集団 (大学生)を対象としたものであり、一般化可
能性については検討が必要である。
Nie et al. (2022)は、COVID-19流行期におけるソー

シャルメディア使用とメンタルヘルスの関係におけるセ
ルフコンパッションとレジリエンスの調整効果と媒介
効果を検討した。中国の一般市民 1,765名を対象とした
オンラインアンケートを通じて、ソーシャルメディア使
用、メンタルヘルス (不安、抑うつ、孤独感)、セルフコ
ンパッション、レジリエンスに関するデータを収集し、
構造方程式モデリングを用いて変数間の関連性を分析
した。その結果、ソーシャルメディア使用がメンタルヘ
ルスに負の影響を及ぼすこと、セルフコンパッションと
レジリエンスがこの関係を調整・媒介することが明らか
になった。ただし、この研究はソーシャルメディア使用
の内容については考慮しておらず、使用の質的な側面を
考慮した分析が求められる。
Shen et al. (2021)は、COVID-19流行期におけるス

マートフォン依存と学業の先延ばし行動の関係におけ
る自己制御の媒介効果とストレスの調整効果を検討し
た。中国の大学生 1,143名を対象としたオンラインアン
ケートを通じて、スマートフォン依存、学業の先延ばし
行動、自己制御、ストレスに関するデータを収集し、構
造方程式モデリングを用いて変数間の関連性を分析し
た。その結果、スマートフォン依存が学業の先延ばし行
動を直接的に予測すること、自己制御がこの関係を媒介
すること、ストレスがこの関係を調整することが明らか
になった。ただし、この研究は特定の集団 (大学生)を
対象としたものであり、一般化可能性については検討が
必要である。
Zhao Zhou (2021) は、COVID-19 関連ストレスと

ソーシャルメディア依存の関係における能動的使用と
ソーシャルメディアフローの媒介効果を検討した。中国
の一般市民 512名を対象としたオンラインアンケート
を通じて、COVID-19関連ストレス、ソーシャルメディ
ア依存、能動的使用、ソーシャルメディアフローに関す
るデータを収集し、構造方程式モデリングを用いて変数
間の関連性を分析した。その結果、COVID-19関連ス
トレスがソーシャルメディア依存を直接的に予測するこ
と、能動的使用とソーシャルメディアフローがこの関係

を媒介することが明らかになった。ただし、この研究は
ソーシャルメディアの使用動機については考慮しておら
ず、使用の目的を考慮した分析が求められる。
以上の先行研究から、COVID-19流行期におけるス
マートフォン依存とメンタルヘルスの問題の複雑性と
多面性が浮き彫りになった。スマートフォン依存は、不
安、抑うつ、ストレスなどのメンタルヘルスの問題と
密接に関連しており、その関係には自己制御、社会的サ
ポート、セルフコンパッション、レジリエンスなどの心
理的資源が調整・媒介効果を持つことが示唆された。ま
た、FoMOやノモフォビアなどの心理的要因がスマー
トフォン依存を促進する可能性も指摘された。
ただし、これらの研究の多くは横断的なデータに基づ
くものであり、因果関係の特定には縦断的な研究設計が
求められる。また、多くの研究が特定の集団 (大学生な
ど)を対象としたものであり、一般化可能性については
検討が必要である。さらに、スマートフォンやソーシャ
ルメディアの使用の質的な側面 (内容、動機、目的など)

を考慮した分析が求められる。
今後は、これらの研究の知見を踏まえつつ、より大規
模かつ縦断的なデータを用いた研究、使用の質的な側
面を考慮した研究、介入研究などを通じて、COVID-19

流行期におけるスマートフォン依存とメンタルヘルスの
問題の理解を深めていくことが期待される。また、これ
らの知見を生かした予防・介入プログラムの開発と実装
も重要な課題だと考えられる。
COVID-19流行期におけるスマートフォン依存とメ
ンタルヘルスに関する研究は、以上の 10件だけではな
い。他にも多くの研究者が様々な角度からこの問題に取
り組んでいる。
例えば、Servidio et al. (2021)は、イタリアの大学生

500 名を対象に、COVID-19 流行期におけるスマート
フォン依存、インターネット依存、メンタルヘルス (不
安、抑うつ、ストレス)、孤独感の関連性を検討した。オ
ンラインアンケートを通じてデータを収集し、構造方程
式モデリングを用いて変数間の関連性を分析した結果、
スマートフォン依存とインターネット依存がメンタルヘ
ルスと孤独感に直接的な影響を及ぼすことが明らかに
なった。ただし、この研究も横断的なデータに基づくも
のであり、因果関係の特定には縦断的な研究設計が求め
られる。
また、Chen et al. (2021)は、COVID-19流行期にお
ける中国の青少年のスマートフォン依存とメンタルヘ
ルスの関係を検討した。1,794名の中学生を対象とした
オンラインアンケートを通じて、スマートフォン依存、



メンタルヘルス (不安、抑うつ、ストレス)、レジリエン
スに関するデータを収集し、構造方程式モデリングを
用いて変数間の関連性を分析した。その結果、スマート
フォン依存がメンタルヘルスに負の影響を及ぼすこと、
レジリエンスがこの関係を調整することが明らかになっ
た。ただし、この研究は特定の年齢層 (中学生)を対象
としたものであり、他の年齢層への一般化可能性につい
ては検討が必要である。
さらに、Hu et al. (2022)は、COVID-19流行期にお

けるスマートフォン依存と睡眠の質の関係を検討した。
中国の大学生 1,127名を対象としたオンラインアンケー
トを通じて、スマートフォン依存、睡眠の質、COVID-

19関連ストレス、セルフコントロールに関するデータ
を収集し、構造方程式モデリングを用いて変数間の関連
性を分析した。その結果、スマートフォン依存が睡眠の
質を低下させること、COVID-19関連ストレスがこの
関係を強めること、セルフコントロールがこの関係を弱
めることが明らかになった。ただし、この研究は自己報
告式のデータに基づくものであり、客観的な睡眠データ
との照合が求められる。
このように、COVID-19流行期におけるスマートフォ

ン依存とメンタルヘルスの問題は、多様な観点から研究
が進められている。これらの研究は、問題の複雑性と多
面性を浮き彫りにするとともに、関連する要因の解明に
貢献している。
ただし、これらの研究にも共通する課題がある。ま

ず、多くの研究が横断的なデータに基づくものであり、
因果関係の特定には縦断的な研究設計が求められる。ま
た、多くの研究が特定の集団 (大学生など)や地域 (中国
など)を対象としたものであり、結果の一般化可能性に
ついては慎重な検討が必要である。さらに、自己報告式
のデータに依拠している研究が多く、行動データや生理
データなどの客観的指標との照合が求められる。
今後は、これらの課題を踏まえつつ、より大規模かつ

縦断的なデータを用いた研究、多様な集団や地域を対象
とした研究、客観的指標を取り入れた研究などを通じ
て、COVID-19流行期におけるスマートフォン依存と
メンタルヘルスの問題の理解をさらに深めていくことが
期待される。また、これらの知見を生かした予防・介入
プログラムの開発と実装も重要な課題だと考えられる。
COVID-19のパンデミックは、人々の生活様式に大き

な変化をもたらし、スマートフォンやソーシャルメディ
アへの依存を加速させた。この状況下で、スマートフォ
ン依存とメンタルヘルスの問題は、学術的にも社会的に
も重要な関心事となっている。先行研究の知見は、問題

の複雑性と多面性を明らかにするとともに、関連する要
因の解明に貢献している。しかし、同時に、研究デザイ
ンや対象の限定性、データの主観性などの課題も浮き彫
りになっている。
今後は、これらの課題を克服しつつ、より精緻な研
究を積み重ねていくことが求められる。そのためには、
心理学、医学、情報科学など多様な分野の研究者が協働
し、学際的なアプローチを推進していくことが不可欠で
ある。また、研究知見を社会に還元し、スマートフォン
やソーシャルメディアの適切な使用を促進するための実
践的な取り組みも重要である。
COVID-19流行期におけるスマートフォン依存とメ
ンタルヘルスの問題は、ポストコロナ時代においても重
要な課題であり続けるだろう。この問題に立ち向かうた
めに、研究者、実践家、政策立案者などが連携し、エビ
デンスに基づく対策を推進していくことが強く求めら
れている。先行研究の知見は、そのための重要な羅針盤
となるものである。今後のさらなる研究の発展と、研究
知見の社会実装に大きな期待が寄せられている。
COVID-19流行期におけるオンライン依存やゲーム
依存とメンタルヘルスに関する研究も、数多く行われ
ている。ここでは、いくつかの注目すべき研究を取り
上げ、そのデータ、実験方法、結果、課題に着目しなが
ら、先行研究を論述展開する。
Masaeli Farhadi (2021)は、COVID-19流行期にお
けるイランの青少年のオンラインゲーム依存と精神的
健康の関係を検討した。564名の青少年を対象としたオ
ンラインアンケートを通じて、オンラインゲーム依存、
不安、抑うつ、ストレス、孤独感に関するデータを収集
し、構造方程式モデリングを用いて変数間の関連性を分
析した。その結果、オンラインゲーム依存が不安、抑う
つ、ストレス、孤独感を有意に予測することが明らかに
なった。ただし、この研究は横断的なデータに基づくも
のであり、因果関係の特定には縦断的な研究設計が求め
られる。
Fazeli et al. (2020)は、COVID-19流行期における
ドイツの成人のインターネット依存と精神的健康の関
係を検討した。1,556名の成人を対象としたオンライン
アンケートを通じて、インターネット依存、不安、抑う
つ、ストレス、孤独感、生活満足度に関するデータを収
集し、重回帰分析を用いて変数間の関連性を分析した。
その結果、インターネット依存が不安、抑うつ、ストレ
ス、孤独感を強め、生活満足度を低下させることが明ら
かになった。ただし、この研究も横断的なデータに基づ
くものであり、因果関係の特定には縦断的な研究設計が



求められる。
Siste et al. (2021)は、COVID-19流行期におけるイ

ンドネシアの大学生のインターネット依存と精神的健
康の関係を検討した。4,734名の大学生を対象としたオ
ンラインアンケートを通じて、インターネット依存、不
安、抑うつ、ストレス、睡眠の質に関するデータを収集
し、構造方程式モデリングを用いて変数間の関連性を
分析した。その結果、インターネット依存が不安、抑う
つ、ストレスを強め、睡眠の質を低下させることが明ら
かになった。ただし、この研究は特定の集団 (大学生)

を対象としたものであり、一般化可能性については検討
が必要である。
Derevensky et al. (2021)は、COVID-19流行期にお

けるカナダの青少年のオンラインギャンブル問題と精神
的健康の関係を検討した。1,054名の青少年を対象とし
たオンラインアンケートを通じて、オンラインギャンブ
ル問題、不安、抑うつ、自尊心、孤独感に関するデータ
を収集し、構造方程式モデリングを用いて変数間の関連
性を分析した。その結果、オンラインギャンブル問題が
不安、抑うつ、孤独感を強め、自尊心を低下させること
が明らかになった。ただし、この研究は青少年の自己報
告に基づくものであり、実際のギャンブル行動との関連
については検討が必要である。
Zhu et al. (2021)は、COVID-19流行期における中

国の青少年のインターネット依存と学業ストレス、孤独
感の関係を検討した。2,613名の中学生と高校生を対象
としたオンラインアンケートを通じて、インターネット
依存、学業ストレス、孤独感に関するデータを収集し、
構造方程式モデリングを用いて変数間の関連性を分析
した。その結果、インターネット依存が学業ストレスと
孤独感を強めること、学業ストレスが孤独感を媒介し
てインターネット依存を強めることが明らかになった。
ただし、この研究は特定の地域 (中国)の青少年を対象
としたものであり、他の地域への一般化可能性について
は検討が必要である。
これらの研究は、COVID-19流行期におけるオンラ

イン依存やゲーム依存とメンタルヘルスの問題に関す
る重要な知見を提供している。オンライン依存やゲー
ム依存が、不安、抑うつ、ストレス、孤独感などの精神
的健康の問題と密接に関連していることが示唆された。
また、学業ストレスや自尊心などの要因が、オンライン
依存やゲーム依存の影響を調整・媒介する可能性も指摘
された。
ただし、これらの研究の多くは横断的なデータに基づ

くものであり、因果関係の特定には縦断的な研究設計が

求められる。また、研究対象が特定の集団や地域に限定
されている場合が多く、結果の一般化可能性については
慎重な検討が必要である。さらに、自己報告式のデータ
に依拠している研究が多く、行動データや生理データな
どの客観的指標との照合が求められる。
今後は、これらの課題を踏まえつつ、より大規模かつ
縦断的なデータを用いた研究、多様な集団や地域を対象
とした研究、客観的指標を取り入れた研究などを通じ
て、COVID-19流行期におけるオンライン依存やゲー
ム依存とメンタルヘルスの問題の理解をさらに深めて
いくことが期待される。また、これらの知見を生かした
予防・介入プログラムの開発と実装も重要な課題だと考
えられる。
COVID-19 のパンデミックは、人々のオンラインや
ゲームへの依存を加速させ、メンタルヘルスの問題を深
刻化させた。この状況下で、オンライン依存やゲーム依
存とメンタルヘルスの問題は、学術的にも社会的にも喫
緊の課題となっている。先行研究の知見は、問題の複雑
性と多面性を明らかにするとともに、関連する要因の解
明に貢献している。しかし、同時に、研究デザインや対
象の限定性、データの主観性などの課題も浮き彫りに
なっている。
今後は、これらの課題を克服しつつ、より精緻な研究
を積み重ねていくことが求められる。そのためには、心
理学、医学、情報科学、教育学など多様な分野の研究者
が協働し、学際的なアプローチを推進していくことが不
可欠である。また、研究知見を社会に還元し、オンライ
ンやゲームの適切な使用を促進するための実践的な取
り組みも重要である。

11 COVID-19流行期におけるオンライン
依存やゲーム依存とメンタルヘルスの問
題に関する先行研究事例

COVID-19流行期におけるオンライン依存やゲーム
依存とメンタルヘルスの問題は、ポストコロナ時代にお
いても重要な課題であり続けるだろう。この問題に立ち
向かうために、研究者、実践家、政策立案者などが連携
し、エビデンスに基づく対策を推進していくことが強く
求められている。先行研究の知見は、そのための重要な
基盤となるものである。今後のさらなる研究の発展と、
研究知見の社会実装が期待される。
COVID-19流行期におけるゲーム依存とメンタルヘ
ルスに関する研究は、近年大きな注目を集めている。こ
こでは、いくつかの重要な研究を取り上げ、そのデー
タ、実験方法、結果、課題に着目しながら、先行研究を



論述展開する。
Teng et al. (2021)は、COVID-19流行期における中

国の青少年のオンラインゲーム依存と精神的健康の関
係を検討した。1,687名の中学生と高校生を対象とした
オンラインアンケートを通じて、オンラインゲーム依
存、不安、抑うつ、孤独感、自尊心に関するデータを収
集し、構造方程式モデリングを用いて変数間の関連性
を分析した。その結果、オンラインゲーム依存が不安、
抑うつ、孤独感を強め、自尊心を低下させることが明ら
かになった。また、不安と抑うつがオンラインゲーム依
存と孤独感の関係を媒介することも示された。ただし、
この研究は横断的なデータに基づくものであり、因果関
係の特定には縦断的な研究設計が求められる。
Ko Lin (2021)は、COVID-19流行期における台湾

の大学生のオンラインゲーム依存と精神的健康の関係
を検討した。756名の大学生を対象としたオンラインア
ンケートを通じて、オンラインゲーム依存、不安、抑う
つ、ストレス、孤独感に関するデータを収集し、重回
帰分析を用いて変数間の関連性を分析した。その結果、
オンラインゲーム依存が不安、抑うつ、ストレス、孤独
感を有意に予測することが明らかになった。また、男性
よりも女性の方が、オンラインゲーム依存とメンタル
ヘルスの問題の関連性が強いことも示された。ただし、
この研究は特定の集団 (大学生)を対象としたものであ
り、一般化可能性については検討が必要である。
Aki Novriatika (2022)は、COVID-19流行期におけ

るインドネシアの青少年のオンラインゲーム依存と精
神的健康の関係を検討した。412名の中学生と高校生を
対象としたオンラインアンケートを通じて、オンライ
ンゲーム依存、不安、抑うつ、自尊心、孤独感に関する
データを収集し、構造方程式モデリングを用いて変数間
の関連性を分析した。その結果、オンラインゲーム依存
が不安、抑うつ、孤独感を強め、自尊心を低下させるこ
とが明らかになった。また、自尊心がオンラインゲーム
依存と孤独感の関係を媒介することも示された。ただ
し、この研究は特定の地域 (インドネシア)の青少年を
対象としたものであり、他の地域への一般化可能性につ
いては検討が必要である。
Chen et al. (2021)は、COVID-19流行期における台

湾の青少年のオンラインゲーム依存と学業ストレス、孤
独感の関係を検討した。1,108名の中学生と高校生を対
象としたオンラインアンケートを通じて、オンライン
ゲーム依存、学業ストレス、孤独感に関するデータを収
集し、構造方程式モデリングを用いて変数間の関連性
を分析した。その結果、オンラインゲーム依存が学業ス

トレスと孤独感を強めること、学業ストレスが孤独感
を媒介してオンラインゲーム依存を強めることが明ら
かになった。また、これらの関係性は男子生徒よりも女
子生徒の方が顕著であることも示された。ただし、この
研究は自己報告式のデータに基づくものであり、実際の
ゲーム行動や学業成績との関連については検討が必要
である。
Oka et al. (2021)は、COVID-19流行期における日
本の大学生のオンラインゲーム依存と精神的健康の関
係を検討した。1,200名の大学生を対象としたオンライ
ンアンケートを通じて、オンラインゲーム依存、不安、
抑うつ、ストレス、孤独感、生活満足度に関するデータ
を収集し、重回帰分析を用いて変数間の関連性を分析し
た。その結果、オンラインゲーム依存が不安、抑うつ、
ストレス、孤独感を強め、生活満足度を低下させること
が明らかになった。また、これらの関係性は女子学生よ
りも男子学生の方が顕著であることも示された。ただ
し、この研究は横断的なデータに基づくものであり、因
果関係の特定には縦断的な研究設計が求められる。
これらの研究は、COVID-19流行期におけるゲーム
依存とメンタルヘルスの問題に関する重要な知見を提
供している。ゲーム依存が、不安、抑うつ、ストレス、
孤独感などの精神的健康の問題と密接に関連している
ことが示唆された。また、学業ストレスや自尊心などの
要因が、ゲーム依存の影響を調整・媒介する可能性も指
摘された。さらに、ゲーム依存とメンタルヘルスの問題
の関連性には、性差が存在する可能性も示唆された。
ただし、これらの研究の多くは横断的なデータに基づ
くものであり、因果関係の特定には縦断的な研究設計が
求められる。また、研究対象が特定の集団や地域に限定
されている場合が多く、結果の一般化可能性については
慎重な検討が必要である。さらに、自己報告式のデータ
に依拠している研究が多く、実際のゲーム行動や他の客
観的指標との照合が求められる。
今後は、これらの課題を踏まえつつ、より大規模かつ
縦断的なデータを用いた研究、多様な集団や地域を対象
とした研究、客観的指標を取り入れた研究などを通じ
て、COVID-19流行期におけるゲーム依存とメンタル
ヘルスの問題の理解をさらに深めていくことが期待さ
れる。また、これらの知見を生かした予防・介入プログ
ラムの開発と実装も重要な課題だと考えられる。
COVID-19 のパンデミックは、人々のゲームへの依
存を加速させ、メンタルヘルスの問題を深刻化させた。
この状況下で、ゲーム依存とメンタルヘルスの問題は、
学術的にも社会的にも喫緊の課題となっている。先行研



究の知見は、問題の複雑性と多面性を明らかにすると
ともに、関連する要因の解明に貢献している。しかし、
同時に、研究デザインや対象の限定性、データの主観性
などの課題も浮き彫りになっている。
今後は、これらの課題を克服しつつ、より精緻な研究

を積み重ねていくことが求められる。そのためには、心
理学、医学、情報科学、教育学など多様な分野の研究者
が協働し、学際的なアプローチを推進していくことが不
可欠である。また、研究知見を社会に還元し、ゲームの
適切な使用を促進するための実践的な取り組みも重要
である。
COVID-19流行期におけるゲーム依存とメンタルヘ

ルスの問題は、ポストコロナ時代においても重要な課題
であり続けるだろう。この問題に立ち向かうために、研
究者、実践家、政策立案者などが連携し、エビデンスに
基づく対策を推進していくことが強く求められている。
先行研究の知見は、そのための重要な基盤となるもので
ある。今後のさらなる研究の発展と、研究知見の社会実
装が期待される。
COVID-19流行以前におけるゲーム依存とメンタル

ヘルスに関する研究は、すでに数多く行われている。こ
こでは、いくつかの重要な研究を取り上げ、そのデー
タ、実験方法、結果、課題に着目しながら、先行研究を
論述展開する。
Lemmens et al. (2011)は、オランダの青少年を対象

に、ゲーム依存と精神的健康の関係を検討した。851名
の青少年を対象とした縦断的調査を通じて、ゲーム依
存、孤独感、生活満足度、自尊心、社会的能力に関する
データを収集し、構造方程式モデリングを用いて変数間
の関連性を分析した。その結果、ゲーム依存が孤独感を
強め、生活満足度と自尊心を低下させることが明らか
になった。また、社会的能力の低さがゲーム依存を予測
することも示された。この研究は、ゲーム依存とメンタ
ルヘルスの問題の因果関係を示した点で重要であるが、
対象が青少年に限定されているため、他の年齢層への一
般化可能性については検討が必要である。
Mentzoni et al. (2011)は、ノルウェーの成人を対象

に、問題のあるゲーム使用と精神的健康の関係を検討し
た。2,500名の成人を対象とした横断的調査を通じて、
問題のあるゲーム使用、不安、抑うつ、肥満、睡眠問題
に関するデータを収集し、ロジスティック回帰分析を用
いて変数間の関連性を分析した。その結果、問題のある
ゲーム使用が不安、抑うつ、肥満、睡眠問題のリスクを
有意に高めることが明らかになった。この研究は、ゲー
ム依存とメンタルヘルスの問題の関連性を成人サンプ

ルで示した点で重要であるが、横断的なデータに基づく
ものであるため、因果関係の特定には縦断的な研究設計
が求められる。
Gentile et al. (2011)は、シンガポールの児童・青少
年を対象に、病的ゲーム使用と精神的健康、認知機能、
学業成績の関係を検討した。3,034名の児童・青少年を
対象とした縦断的調査を通じて、病的ゲーム使用、不
安、抑うつ、衝動性、社会的スキル、学業成績に関する
データを収集し、構造方程式モデリングを用いて変数
間の関連性を分析した。その結果、病的ゲーム使用が不
安、抑うつ、衝動性を高め、社会的スキルと学業成績を
低下させることが明らかになった。また、これらの関係
性は、時間的に安定していることも示された。この研究
は、ゲーム依存の多面的な影響を実証した点で重要であ
るが、文化的文脈の影響については検討が必要である。
これらの COVID-19以前の研究は、ゲーム依存とメ
ンタルヘルスの問題の関連性を明らかにするとともに、
その因果関係や多面的な影響を示唆するものでした。し
かし、これらの研究は主に特定の年齢層や地域を対象と
したものであり、結果の一般化可能性については慎重な
検討が必要である。また、ゲーム依存の測定方法や基準
が研究によって異なる点にも留意が必要である。
COVID-19流行期の研究と比較すると、いくつかの
変化と共通点が見られる。まず、COVID-19流行期の
研究では、パンデミックがゲーム依存とメンタルヘルス
の問題を悪化させた可能性が示唆されている。これは、
社会的隔離やストレスの増加などの状況変化が、ゲーム
への依存を促進し、メンタルヘルスに悪影響を及ぼした
可能性を示唆するものである。
また、COVID-19流行期の研究では、ゲーム依存と
メンタルヘルスの問題の関連性に性差が見られること
が報告されている。これは、COVID-19以前の研究で
はあまり着目されていなかった点であり、パンデミック
がゲーム依存とメンタルヘルスの問題に及ぼす影響に
は性差がある可能性を示唆している。
一方で、COVID-19以前の研究と COVID-19流行期
の研究に共通する点もある。それは、ゲーム依存が不
安、抑うつ、孤独感などの精神的健康の問題と密接に関
連しているという点である。また、自尊心や社会的スキ
ルなどの要因がゲーム依存の影響を調整・媒介する可能
性も、両方の研究で示唆されている。
以上のように、COVID-19流行期の研究は、パンデ
ミックがゲーム依存とメンタルヘルスの問題に及ぼす
影響を明らかにするとともに、性差の問題にも光を当て
た。一方で、ゲーム依存とメンタルヘルスの問題の基本



的な関連性は、COVID-19以前の研究とも共通してい
ることが確認された。
今後は、COVID-19前後の研究知見を統合し、ゲー

ム依存とメンタルヘルスの問題の理解をさらに深めて
いくことが求められる。そのためには、より大規模かつ
縦断的なデータを用いた研究、文化的・社会的文脈を考
慮した研究、性差の問題に焦点を当てた研究などが必要
だと考えられる。また、これらの知見を生かした予防・
介入プログラムの開発と実装も重要な課題である。
ゲーム依存とメンタルヘルスの問題は、COVID-19の

流行によって新たな局面を迎えた。しかし、この問題の
本質的な重要性は、COVID-19以前から変わっていな
い。今後は、COVID-19前後の研究知見を統合し、こ
の問題に対する総合的な理解と対策を推進していくこ
とが強く求められている。先行研究の知見は、そのため
の重要な基盤となるものである。今後のさらなる研究の
発展と、研究知見の社会実装が期待される。
COVID-19流行期における SNS依存とメンタルヘル

スに関する研究は、近年急速に増加している。ここで
は、いくつかの重要な研究を取り上げ、そのデータ、実
験方法、結果、課題に着目しながら、先行研究を論述展
開する。
Zhao Zhou (2021)は、COVID-19流行期における中

国の大学生の SNS依存と精神的健康の関係を検討した。
この研究では、1,854名の大学生を対象としたオンライ
ンアンケートを通じて、SNS依存、不安、抑うつ、孤
独感、自尊心に関するデータを収集し、構造方程式モデ
リングを用いて変数間の関連性を分析した。その結果、
SNS依存が不安、抑うつ、孤独感を強め、自尊心を低
下させることが明らかになった。また、COVID-19関連
ストレスが SNS依存を媒介して精神的健康に影響を及
ぼすことも示された。ただし、この研究は横断的なデー
タに基づくものであり、因果関係の特定には縦断的な研
究設計が求められる。
Brailovskaia Margraf (2021)は、COVID-19流行期

におけるドイツの成人の SNS依存と精神的健康の関係
を検討した。この研究では、1,156名の成人を対象とし
たオンラインアンケートを通じて、SNS依存、不安、抑
うつ、ストレス、幸福感に関するデータを収集し、重
回帰分析を用いて変数間の関連性を分析した。その結
果、SNS依存が不安、抑うつ、ストレスを有意に予測
し、幸福感を低下させることが明らかになった。また、
COVID-19関連ストレスが SNS依存を強めることも示
された。ただし、この研究は横断的なデータに基づくも
のであり、因果関係の特定には縦断的な研究設計が求め

られる。
Gao et al. (2020)は、COVID-19流行期における中
国の大学生の SNS露出と精神的健康の関係を検討した。
この研究では、4,872名の大学生を対象としたオンライ
ンアンケートを通じて、SNS露出、不安、抑うつ、ス
トレスに関するデータを収集し、ロジスティック回帰分
析を用いて変数間の関連性を分析した。その結果、高い
SNS露出が不安、抑うつ、ストレスのリスクを有意に
高めることが明らかになった。また、COVID-19関連情
報への露出が精神的健康に及ぼす影響は、SNS依存に
よって増幅されることも示唆された。ただし、この研究
は SNS上の情報の質的側面を考慮していないため、情
報の内容と精神的健康の関係については検討が必要で
ある。
Montag et al. (2021) は、COVID-19流行期におけ
るドイツの成人の SNS使用と精神的健康の関係を検討
した。この研究では、1,554名の成人を対象としたオン
ラインアンケートを通じて、SNS使用時間、SNS依存、
不安、抑うつ、孤独感に関するデータを収集し、構造
方程式モデリングを用いて変数間の関連性を分析した。
その結果、SNS使用時間と SNS依存が不安、抑うつ、
孤独感を有意に予測することが明らかになった。また、
COVID-19関連の情報探索行動が SNS依存を媒介して
精神的健康に影響を及ぼすことも示された。ただし、こ
の研究は自己報告式のデータに基づくものであり、実際
の SNS使用行動との関連については検討が必要である。
これらの研究は、COVID-19流行期における SNS依
存とメンタルヘルスの問題に関する重要な知見を提供し
ている。SNS依存が、不安、抑うつ、ストレス、孤独感
などの精神的健康の問題と密接に関連していることが示
唆された。また、COVID-19関連ストレスやCOVID-19

関連情報への露出が、SNS依存を媒介して精神的健康
に影響を及ぼす可能性も指摘された。
ただし、これらの研究の多くは横断的なデータに基づ
くものであり、因果関係の特定には縦断的な研究設計が
求められる。また、研究対象が特定の集団や地域に限定
されている場合が多く、結果の一般化可能性については
慎重な検討が必要である。さらに、自己報告式のデータ
に依拠している研究が多く、実際の SNS使用行動や他
の客観的指標との照合が求められる。
今後は、これらの課題を踏まえつつ、より大規模かつ
縦断的なデータを用いた研究、多様な集団や地域を対象
とした研究、客観的指標を取り入れた研究などを通じ
て、COVID-19流行期における SNS依存とメンタルヘ
ルスの問題の理解をさらに深めていくことが期待され



る。また、これらの知見を生かした予防・介入プログラ
ムの開発と実装も重要な課題だと考えられる。
COVID-19のパンデミックは、人々の SNSへの依存

を加速させ、メンタルヘルスの問題を深刻化させた。こ
の状況下で、SNS依存とメンタルヘルスの問題は、学
術的にも社会的にも喫緊の課題となっている。先行研究
の知見は、問題の複雑性と多面性を明らかにするととも
に、関連する要因の解明に貢献している。しかし、同時
に、研究デザインや対象の限定性、データの主観性など
の課題も浮き彫りになっている。
今後は、これらの課題を克服しつつ、より精緻な研究

を積み重ねていくことが求められる。そのためには、心
理学、医学、情報科学、社会学など多様な分野の研究者
が協働し、学際的なアプローチを推進していくことが不
可欠である。また、研究知見を社会に還元し、SNSの
適切な使用を促進するための実践的な取り組みも重要
である。
COVID-19流行期における SNS依存とメンタルヘル

スの問題は、ポストコロナ時代においても重要な課題
であり続けるだろう。この問題に立ち向かうために、研
究者、実践家、政策立案者などが連携し、エビデンスに
基づく対策を推進していくことが強く求められている。
先行研究の知見は、そのための重要な基盤となるもので
ある。今後のさらなる研究の発展と、研究知見の社会実
装が期待される。
COVID-19流行以前における SNS依存とメンタルヘ

ルスに関する研究は、すでに数多く行われている。ここ
では、いくつかの重要な研究を取り上げ、そのデータ、
実験方法、結果、課題に着目しながら、先行研究を論述
展開する。
Kuss Griffiths (2011)は、SNS使用と精神的健康の関

係に関する初期の総説論文である。この研究では、SNS

使用が精神的健康に及ぼす正負両面の影響について、関
連研究を幅広くレビューした。その結果、SNS使用は
社会的つながりや自尊心を高める可能性がある一方で、
過剰使用はインターネット依存や精神的健康の問題と関
連することが示唆された。この研究は、SNS使用とメ
ンタルヘルスの関係の複雑性を浮き彫りにした点で重
要であるが、レビューに含まれる研究の質や因果関係の
方向性については検討が必要である。
Pantic et al. (2012)は、セルビアの高校生を対象に、

SNS使用と抑うつ、不安、ストレスの関係を検討した。
この研究では、336名の高校生を対象とした横断的調査
を通じて、SNS使用時間、SNS依存、抑うつ、不安、ス
トレスに関するデータを収集し、相関分析と重回帰分析

を用いて変数間の関連性を分析した。その結果、SNS使
用時間と SNS依存が抑うつ、不安、ストレスと有意な
正の相関を示すことが明らかになった。また、SNS依
存が抑うつ、不安、ストレスを有意に予測することも示
された。この研究は、SNS使用とメンタルヘルスの問
題の関連性を実証した点で重要であるが、横断的なデー
タに基づくものであるため、因果関係の特定には縦断的
な研究設計が求められる。
Shensa et al. (2017)は、米国の若者を対象に、問題
のある SNS使用と抑うつ、不安の関係を検討した。こ
の研究では、1,749名の若者 (19 32歳)を対象とした縦
断的調査を通じて、問題のある SNS使用、抑うつ、不
安に関するデータを収集し、ロジスティック回帰分析を
用いて変数間の関連性を分析した。その結果、問題のあ
る SNS使用が抑うつと不安の発症リスクを有意に高め
ることが明らかになった。この研究は、SNS依存とメ
ンタルヘルスの問題の因果関係を示唆した点で重要で
あるが、対象が若者に限定されているため、他の年齢層
への一般化可能性については検討が必要である。
これらの COVID-19以前の研究は、SNS依存とメン
タルヘルスの問題の関連性を明らかにするとともに、そ
の因果関係や多面的な影響を示唆するものでした。しか
し、これらの研究は主に特定の年齢層や地域を対象とし
たものであり、結果の一般化可能性については慎重な検
討が必要である。また、SNS依存の測定方法や基準が
研究によって異なる点にも留意が必要である。
COVID-19流行期の研究と比較すると、いくつかの
変化と共通点が見られる。まず、COVID-19流行期の研
究では、パンデミックが SNS依存とメンタルヘルスの
問題を悪化させた可能性が示唆されている。これは、社
会的隔離やストレスの増加などの状況変化が、SNSへ
の依存を促進し、メンタルヘルスに悪影響を及ぼした可
能性を示唆するものである。
また、COVID-19 流行期の研究では、SNS 上の

COVID-19関連情報への露出が、SNS依存とメンタル
ヘルスの問題に影響を及ぼすことが報告されている。こ
れは、COVID-19以前の研究では十分に検討されていな
かった点であり、パンデミック特有の状況が SNS依存
とメンタルヘルスの問題に及ぼす影響を示唆している。
一方で、COVID-19以前の研究と COVID-19流行期
の研究に共通する点もある。それは、SNS依存が抑う
つ、不安、ストレスなどの精神的健康の問題と密接に関
連しているという点である。また、過剰な SNS使用が
メンタルヘルスの問題のリスクを高めるという因果関
係も、両方の研究で示唆されている。



以上のように、COVID-19流行期の研究は、パンデ
ミックが SNS依存とメンタルヘルスの問題に及ぼす影
響を明らかにするとともに、COVID-19関連情報への
露出の問題にも光を当てた。一方で、SNS依存とメン
タルヘルスの問題の基本的な関連性は、COVID-19以
前の研究とも共通していることが確認された。
今後は、COVID-19 前後の研究知見を統合し、SNS

依存とメンタルヘルスの問題の理解をさらに深めてい
くことが求められる。そのためには、より大規模かつ縦
断的なデータを用いた研究、文化的・社会的文脈を考慮
した研究、情報の質的側面に着目した研究などが必要
だと考えられる。また、これらの知見を生かした予防・
介入プログラムの開発と実装も重要な課題である。
SNS依存とメンタルヘルスの問題は、COVID-19の

流行によって新たな局面を迎えた。しかし、この問題の
本質的な重要性は、COVID-19以前から変わっていな
い。今後は、COVID-19前後の研究知見を統合し、こ
の問題に対する総合的な理解と対策を推進していくこ
とが強く求められている。先行研究の知見は、そのため
の重要な基盤となるものである。今後のさらなる研究の
発展と、研究知見の社会実装が期待される。
COVID-19流行以前におけるゲーム依存とメンタル

ヘルスに関する研究は、すでに数多く行われている。こ
こでは、いくつかの重要な研究を取り上げ、そのデー
タ、実験方法、結果、課題に着目しながら、先行研究を
論述展開する。
Lemmens et al. (2011)は、オランダの青少年を対象

に、ゲーム依存と精神的健康の関係を検討した。851名
の青少年を対象とした縦断的調査を通じて、ゲーム依
存、孤独感、生活満足度、自尊心、社会的能力に関する
データを収集し、構造方程式モデリングを用いて変数間
の関連性を分析した。その結果、ゲーム依存が孤独感を
強め、生活満足度と自尊心を低下させることが明らか
になった。また、社会的能力の低さがゲーム依存を予測
することも示された。この研究は、ゲーム依存とメンタ
ルヘルスの問題の因果関係を示した点で重要であるが、
対象が青少年に限定されているため、他の年齢層への一
般化可能性については検討が必要である。
Mentzoni et al. (2011)は、ノルウェーの成人を対象

に、問題のあるゲーム使用と精神的健康の関係を検討し
た。2,500名の成人を対象とした横断的調査を通じて、
問題のあるゲーム使用、不安、抑うつ、肥満、睡眠問題
に関するデータを収集し、ロジスティック回帰分析を用
いて変数間の関連性を分析した。その結果、問題のある
ゲーム使用が不安、抑うつ、肥満、睡眠問題のリスクを

有意に高めることが明らかになった。この研究は、ゲー
ム依存とメンタルヘルスの問題の関連性を成人サンプ
ルで示した点で重要であるが、横断的なデータに基づく
ものであるため、因果関係の特定には縦断的な研究設計
が求められる。
Gentile et al. (2011)は、シンガポールの児童・青少
年を対象に、病的ゲーム使用と精神的健康、認知機能、
学業成績の関係を検討した。3,034名の児童・青少年を
対象とした縦断的調査を通じて、病的ゲーム使用、不
安、抑うつ、衝動性、社会的スキル、学業成績に関する
データを収集し、構造方程式モデリングを用いて変数
間の関連性を分析した。その結果、病的ゲーム使用が不
安、抑うつ、衝動性を高め、社会的スキルと学業成績を
低下させることが明らかになった。また、これらの関係
性は、時間的に安定していることも示された。この研究
は、ゲーム依存の多面的な影響を実証した点で重要であ
るが、文化的文脈の影響については検討が必要である。
これらの COVID-19以前の研究は、ゲーム依存とメ
ンタルヘルスの問題の関連性を明らかにするとともに、
その因果関係や多面的な影響を示唆するものでした。し
かし、これらの研究は主に特定の年齢層や地域を対象と
したものであり、結果の一般化可能性については慎重な
検討が必要である。また、ゲーム依存の測定方法や基準
が研究によって異なる点にも留意が必要である。
COVID-19流行期の研究と比較すると、いくつかの
変化と共通点が見られる。まず、COVID-19流行期の
研究では、パンデミックがゲーム依存とメンタルヘルス
の問題を悪化させた可能性が示唆されている。これは、
社会的隔離やストレスの増加などの状況変化が、ゲーム
への依存を促進し、メンタルヘルスに悪影響を及ぼした
可能性を示唆するものである。
また、COVID-19流行期の研究では、ゲーム依存と
メンタルヘルスの問題の関連性に性差が見られること
が報告されている。これは、COVID-19以前の研究で
はあまり着目されていなかった点であり、パンデミック
がゲーム依存とメンタルヘルスの問題に及ぼす影響に
は性差がある可能性を示唆している。
一方で、COVID-19以前の研究と COVID-19流行期
の研究に共通する点もある。それは、ゲーム依存が不
安、抑うつ、孤独感などの精神的健康の問題と密接に関
連しているという点である。また、自尊心や社会的スキ
ルなどの要因がゲーム依存の影響を調整・媒介する可能
性も、両方の研究で示唆されている。
以上のように、COVID-19流行期の研究は、パンデ
ミックがゲーム依存とメンタルヘルスの問題に及ぼす



影響を明らかにするとともに、性差の問題にも光を当て
た。一方で、ゲーム依存とメンタルヘルスの問題の基本
的な関連性は、COVID-19以前の研究とも共通してい
ることが確認された。
今後は、COVID-19前後の研究知見を統合し、ゲー

ム依存とメンタルヘルスの問題の理解をさらに深めて
いくことが求められる。そのためには、より大規模かつ
縦断的なデータを用いた研究、文化的・社会的文脈を考
慮した研究、性差の問題に焦点を当てた研究などが必要
だと考えられる。また、これらの知見を生かした予防・
介入プログラムの開発と実装も重要な課題である。
ゲーム依存とメンタルヘルスの問題は、COVID-19の

流行によって新たな局面を迎えた。しかし、この問題の
本質的な重要性は、COVID-19以前から変わっていな
い。今後は、COVID-19前後の研究知見を統合し、こ
の問題に対する総合的な理解と対策を推進していくこ
とが強く求められている。先行研究の知見は、そのため
の重要な基盤となるものである。今後のさらなる研究の
発展と、研究知見の社会実装が期待される。

12 COVID-19流行以前におけるインター
ネット依存に関する研究に関する先行研
究事例

COVID-19流行以前におけるインターネット依存に
関する研究は、ゲーム依存や SNS依存の研究と並行し
て進められてきた。ここでは、いくつかの重要な研究を
取り上げ、そのデータ、実験方法、結果、課題に着目し
ながら、先行研究を論述展開する。
Young (1998)は、インターネット依存の概念を初め

て提唱し、その診断基準を提案した。この研究では、イ
ンターネット依存の症状を持つ人々の臨床的特徴を明ら
かにするとともに、インターネット依存が実生活に重大
な支障をきたす問題であることを指摘した。この研究
は、インターネット依存研究の先駆けとなったものであ
るが、診断基準の妥当性や信頼性については、さらなる
検証が必要であると考えられる。
Shapira et al. (2000)は、インターネット依存の診断

基準を精緻化し、その有用性を検討した。この研究で
は、20名のインターネット依存の可能性がある人々を
対象とした臨床面接を通じて、診断基準の妥当性を検討
した。その結果、提案された診断基準が、インターネッ
ト依存の症状を適切に捉えられることが示唆された。た
だし、この研究は小規模なサンプルに基づくものであ
り、診断基準の一般化可能性については、さらなる検討
が必要である。

Caplan (2002)は、インターネット依存の認知-行動モ
デルを提案し、その妥当性を検討した。この研究では、
386名の大学生を対象としたオンライン調査を通じて、
インターネット依存、孤独感、抑うつ、社会不安に関す
るデータを収集し、構造方程式モデリングを用いて変
数間の関連性を分析した。その結果、インターネット依
存が孤独感、抑うつ、社会不安と関連することが明らか
になった。また、孤独感や社会不安がインターネット依
存の原因となる可能性が示唆された。この研究は、イン
ターネット依存の心理的メカニズムを解明した点で重
要であるが、横断的なデータに基づくものであるため、
因果関係の特定には縦断的な研究設計が求められる。
Ko et al. (2009) は、台湾の青少年を対象に、イン
ターネット依存と精神的健康、性格特性の関係を検討し
た。この研究では、2,114名の青少年を対象とした横断
的調査を通じて、インターネット依存、抑うつ、社会不
安、衝動性に関するデータを収集し、ロジスティック回
帰分析を用いて変数間の関連性を分析した。その結果、
抑うつ、社会不安、衝動性がインターネット依存のリス
ク要因であることが明らかになった。この研究は、イン
ターネット依存の危険因子を特定した点で重要である
が、横断的なデータに基づくものであるため、因果関係
の特定には縦断的な研究設計が求められる。
これらの COVID-19以前の研究は、インターネット
依存の概念や診断基準を確立するとともに、その心理
的メカニズムや危険因子を明らかにしてきた。しかし、
これらの研究は主に特定の集団や地域を対象としたも
のであり、結果の一般化可能性については慎重な検討が
必要である。また、インターネット依存の測定方法や基
準が研究によって異なる点にも留意が必要である。
COVID-19流行期の研究と比較すると、いくつかの
変化と共通点が見られる。まず、COVID-19流行期の
研究では、パンデミックがインターネット依存を悪化さ
せた可能性が示唆されている。これは、社会的隔離やス
トレスの増加などの状況変化が、インターネットへの依
存を促進した可能性を示唆するものである。
また、COVID-19流行期の研究では、インターネット
依存とメンタルヘルスの問題の関連性がより強く示さ
れている。これは、パンデミックによるストレスや不安
が、インターネット依存とメンタルヘルスの問題の悪循
環を加速させた可能性を示唆している。
一方で、COVID-19以前の研究と COVID-19流行期
の研究に共通する点もある。それは、インターネット依
存が抑うつ、不安、孤独感などの精神的健康の問題と密
接に関連しているという点である。また、衝動性や社会



不安などの性格特性がインターネット依存のリスク要因
となる可能性も、両方の研究で示唆されている。
以上のように、COVID-19流行期の研究は、パンデ

ミックがインターネット依存に及ぼす影響を明らかにす
るとともに、インターネット依存とメンタルヘルスの
問題の関連性をより強く示した。一方で、インターネッ
ト依存の基本的なメカニズムや危険因子は、COVID-19

以前の研究とも共通していることが確認された。
今後は、COVID-19前後の研究知見を統合し、イン

ターネット依存の理解をさらに深めていくことが求め
られる。そのためには、より大規模かつ縦断的なデータ
を用いた研究、文化的・社会的文脈を考慮した研究、個
人差に着目した研究などが必要だと考えられる。また、
これらの知見を生かした予防・介入プログラムの開発と
実装も重要な課題である。
インターネット依存は、COVID-19 の流行によって

新たな局面を迎えた。しかし、この問題の本質的な重
要性は、COVID-19以前から変わっていない。今後は、
COVID-19前後の研究知見を統合し、この問題に対す
る総合的な理解と対策を推進していくことが強く求め
られている。先行研究の知見は、そのための重要な基盤
となるものである。今後のさらなる研究の発展と、研究
知見の社会実装が期待される。

13 先行研究のレビューの考察
以上が、スマートフォンログデータを用いた研究事

例とそのデータの詳細である。これらの研究では、ア
プリ使用ログに加えて、通知ログ、バッテリーログ、画
面ロック/アンロックログなど、より多様なログデータ
が収集されている。1日あたりのアプリ使用時間は 2.5

時間から 5.1時間の範囲で、通知数は 87.3件から 221.4

件、画面ロック/アンロック回数は 53.1回から 110.2回
と、研究によって異なる値が報告されている。これらの
ログデータと自己報告式のアンケートデータを組み合
わせることで、スマートフォン使用と精神的健康、学業
成績、対人関係などとの関連性がより詳細に分析されて
いる。
13.1 スマートフォン依存と社会的心理尺度の関連性
スマートフォン依存と社会的心理尺度の関連性につ

いて、本調査の結果から以下のような全体的考察がで
きる。
第一に、スマートフォン依存の傾向は、学歴によって

異なる傾向が示唆されている。特に義務教育層におい
て、スマートフォン依存の傾向が強く見られ、他者志
向、抑うつ傾向、趣味性・没他者志向などの心理的特性

との関連性も強く示された。この結果は、義務教育層に
おけるスマートフォン依存の問題が、単なる過剰利用の
問題ではなく、心理的・社会的な問題と密接に関わって
いる可能性を示唆しているだろう。
第二に、スマートフォンの利用時間（スマートフォン
アプリケーションの使用時間）が長いほど、スマート
フォン依存の傾向が強くなることが明らかになった。こ
の傾向は、学歴を問わず共通して見られたのが非常に特
徴的である。また、利用時間が長い人ほど、孤独感、他
者志向、抑うつ傾向、趣味性・オタク性・没他者志向、
流行志向、情報過多感、ネットとテレビの相互影響、多
元的自己、オンライン志向などの傾向も強くなることが
示された。これらの結果は、スマートフォンの過剰利用
が、様々な心理的・社会的問題と関連していることを示
唆している。
第三に、学歴別の分析から、大卒層では生活満足度、
外向性・社会的スキル、紙の新聞の読書、情報過多感、
マスメディアへの批判的態度、多元的自己などの傾向
がやや強く、義務教育層で他者志向、抑うつ傾向、趣味
性・没他者志向、スマートフォン依存などの傾向がやや
強いことが示唆された。この結果は、スマートフォン依
存の問題が、学歴によって異なる心理的・社会的背景を
持つことを示唆している可能性がある。
第四に、本調査の結果は、スマートフォン依存の問題
が、個人の心理的特性だけでなく、社会的・文化的な要
因とも密接に関わっている可能性を示唆している。例え
ば、一般的な層におけるスマートフォン依存の問題は、
社会的な不平等や格差の問題とも関連している可能性
があるだろう。また、情報過多感やマスメディアへの批
判的態度などは、現代社会の情報環境の特性を反映した
ものと考えられる。
以上の考察から、スマートフォン依存の問題は、個人
の心理的特性と社会的・文化的な要因が複雑に絡み合っ
た現象であることが示唆される。したがって、スマート
フォン依存の予防と対策には、個人の心理的支援だけで
なく、社会的・文化的な観点からのアプローチも必要だ
と考えらる。スマートフォン依存の問題は、社会的な格
差や不平等の問題とも関わっている可能性があるため、
社会全体での取り組みが求められる。
また、スマートフォンの適切な利用方法の教育や、情
報リテラシーの向上なども重要な課題だと考えられる。
特に若年層では、スマートフォンの利用が日常生活の大
部分を占めるようになっているため、早い段階からの教
育が必要だと言える。
本調査の知見は、スマートフォン依存の問題の複雑



性と多面性を明らかにしたものであり、今後のスマート
フォン依存研究や対策の方向性を示唆するものである。
スマートフォン依存の問題は、現代社会における重要な
課題の一つであり、その解決には学際的な研究と実践の
積み重ねが不可欠である。本調査の知見が、そうした取
り組みの一助となることを期待する。
1. 常にオンラインでの対応が求められる職種（例：

IT関連職、カスタマーサポート、営業職など）では、ス
マートフォン依存の傾向が強くなる可能性がある。
2. 創造的な仕事や集中力を要する職種（例：デザイ

ナー、ライター、研究者など）では、スマートフォンの
過度な使用が仕事のパフォーマンスに悪影響を及ぼす可
能性がある。
3. 対人関係が重要な職種（例：教育関係者、医療従事

者、サービス業など）では、スマートフォン依存によっ
て対面でのコミュニケーション能力が低下する可能性が
ある。
4. 自営業者や自由業者は、仕事とプライベートの境

界が曖昧になりやすいため、スマートフォン依存の傾向
が強くなる可能性がある。
ただし、これらの仮説は推測に基づくものであり、実

際の関係性を明らかにするためには、職種別のデータ収
集と分析が必要である。
また、スマートフォン依存の問題は、職種だけでな

く、個人の性格や心理状態、ワークライフバランス、職
場の文化などの様々な要因が複雑に絡み合っていると考
えられる。したがって、スマートフォン依存の予防と対
策には、個人の状況に応じたきめ細やかなアプローチが
求められるだろう。
職場においては、スマートフォンの適切な使用方法や

メンタルヘルスの重要性について啓発活動を行ったり、
従業員のワークライフバランスを支援する制度を整備し
たりするなど、組織的な取り組みが有効かもしれない。
今後、スマートフォン依存と職種の関係性について

は、より詳細な研究が必要だと考えられる。そのような
研究によって得られた知見は、職場におけるメンタルヘ
ルス対策や生産性の向上につながる可能性がある。
本調査の結果は、スマートフォン依存の問題が年代に

よって異なる様相を示すことを明らかにした。職種別の
傾向については直接的なデータがないものの、今後の
研究によって明らかになることが期待される。スマート
フォン依存の問題は、現代社会における重要な課題の一
つであり、その解決に向けて、多面的な研究と実践が求
められていると言える。

13.2 スマートフォンの使用時間と職種の関係性：一
般的な傾向の仮説

1. IT関連職や事務職など、パソコンやスマートフォ
ンを使う機会が多い職種では、スマートフォンアプリ
ケーションの使用時間が長くなる傾向があるかもしれな
い。これは、仕事上の必要性からスマートフォンを頻繁
に使用するためと考れる。
2. 営業職や接客業など、外回りや対人対応が多い職
種では、スマートフォンアプリケーションの使用時間が
短くなる傾向があるかもしれない。これは、仕事中はス
マートフォンを使う機会が限られているためと考えら
れる。
3. 教育関係者や医療従事者など、仕事中のスマート
フォン使用が制限されている職種では、スマートフォン
アプリケーションのが短くなる傾向があるかもしれな
い。これは、職務上の規則や倫理的な配慮からスマート
フォンの使用を控えているためと考えられる。
4. フリーランスや自営業者など、労働時間が不規則
な職種では、スマートフォンアプリケーションの使用時
間が長くなる傾向があるかもしれない。これは、仕事と
プライベートの境界が曖昧になりやすく、スマートフォ
ンを使う機会が多くなるためと考えられる。
ただし、これらの傾向はあくまで推測であり、実際の
関係性を明らかにするためには、職種別のスマートフォ
ンアプリケーションの使用時間 データの収集と分析が
必要である。
また、スマートフォンの使用時間は、職種だけでな
く、個人の仕事スタイルや生活習慣、性格など、様々な
要因が影響していると考えられる。例えば、同じ職種で
も、仕事とプライベートの切り替えがうまくできる人と
できない人では、スマートフォンアプリケーションの使
用時間に差が出るかもしれない。
さらに、スマートフォンの使用時間が長いからといっ
て、必ずしもスマートフォン依存につながるわけではな
い。仕事上の必要性からスマートフォンを長時間使用し
ている人もいれば、適度な使用にとどめている人もい
る。スマートフォン依存の問題を考える上では、使用時
間だけでなく、使用目的や依存度など、質的な側面にも
注目する必要がある。
今後、スマートフォンの使用時間と職種の関係性につ
いても、より詳細な研究が行われることが期待される。
そのような研究によって得られた知見は、職場における
スマートフォンの適切な使用方法の確立や、メンタルヘ
ルス対策の推進につながる可能性がある。
本調査の結果は、スマートフォン依存の問題が年代に



よって異なる様相を示した。職種別の傾向については直
接的なデータがないものの、今後の研究課題として重要
な示唆を与えていると言える。スマートフォンの使用時
間と職種の関係性は、現代社会における労働と生活の在
り方を考える上で、重要な論点の一つだと考えられる。

14 2020年のCOVID-19時期の観点
スマートフォンの使用時間と社会的心理尺度の回答傾

向には一定の関連性がある可能性はあるだろう。特に、
生活満足度や人付き合いを重視する人ほどスマートフォ
ンの使用時間が短く、孤独感や抑うつ傾向、趣味性・没
他者志向、オンライン志向、スマートフォン依存などの
傾向が強い人ほどスマートフォンの使用時間が長い傾向
が見られる仮説が立てられる。
また、年代別の分析から、スマートフォン依存の問題

は若年層で最も顕著であり、年齢が上がるにつれて徐々
に減少していくことがわかる。ただし、中年層において
も一定の問題が存在しており、注意が必要である。
これらの結果は、COVID-19流行期という特殊な状

況下で得られたものであることに留意する必要がある。
外出自粛や社会的距離の確保が求められる中で、多く
の人がスマートフォンを通じたオンラインでのコミュニ
ケーションや情報収集に頼らざるを得なかったと考えら
れる。特に、元々オンライン志向や孤独感、抑うつ傾向
が強い人は、この状況下でスマートフォンへの依存をさ
らに強めた可能性がある。
また、COVID-19流行期には、テレワークの導入な

どにより、仕事とプライベートの境界が曖昧になった人
も多いと考えられる。このような状況は、スマートフォ
ンの使用時間の増加につながった。
ただし、COVID-19流行期という特殊な状況下であっ

ても、スマートフォン依存の問題の本質は変わらないと
も仮説が立てられる。過度なスマートフォンの使用は、
生活リズムの乱れや対面でのコミュニケーション能力の
低下、仕事のパフォーマンスの低下など、様々な問題に
つながる可能性があるからである。
今回の調査結果は、COVID-19流行期におけるスマー

トフォン依存の問題の仮説を整理したと言えるだろう。
今後は、この知見を踏まえ、ポストコロナ時代のスマー
トフォンの適切な使用方法やメンタルヘルス対策につ
いて検討していく必要がある。1. スマートフォンの適
切な使用方法に関する教育や啓発活動の推進 2. オンラ
インとオフラインのバランスを取るためのワークライ
フバランス施策の充実 3. 孤独感や抑うつ傾向など、ス
マートフォン依存の背景にあるメンタルヘルスの問題

への対策 4. オンラインでのコミュニケーションと対面
でのコミュニケーションの適切な使い分けの促進 5. ス
マートフォン依存の早期発見と介入のための体制整備
COVID-19流行期は、社会全体がオンラインへの依
存を強めざるを得ない状況であった。しかし、ポストコ
ロナ時代には、オンラインとオフラインのバランスを取
り戻し、より健全なスマートフォンの使用方法を確立し
ていくことが求められる。そのためには、個人の努力だ
けでなく、社会全体での取り組みが不可欠だと言える。

15 本研究に向けた展望
この取り組みはスマートフォン依存の問題を多角的に
分析し、重要な知見を提供しているが、いくつかの課題
や先行研究を踏襲すべき点がある。
1. 因果関係の特定
本研究は横断研究であるため、スマートフォン依存と
社会的孤立や心理的不適応との因果関係を特定するこ
とができていない。先行研究でも、因果関係の方向性に
ついては十分に検討されていない部分がある（Elhai et

al., 2017; Liu et al., 2019など）。今後は、縦断研究や
実験研究を通じて、因果関係の特定に取り組む必要が
ある。
2. 測定方法の標準化
スマートフォンログデータの種類や収集方法は、先行
研究によって異なる（Harari et al., 2016; Wang et al.,

2018など）。本研究でも、ログデータの収集方法の詳細
が明らかにされていない部分がある。今後は、測定方法
の標準化を進め、研究間の比較可能性を高めていく必要
がある。
3. サンプルの代表性
本研究のサンプルは、特定の地域・集団に偏っている
可能性がある。先行研究でも、大学生を対象とした研究
が多く（Samaha Hawi, 2016; Duke Montag, 2017な
ど）、一般化可能性に課題がある。今後は、より多様な
集団を対象とした研究を行い、知見の一般化可能性を高
めていく必要がある。
4. デジタル環境の影響の詳細な検討
本研究は、スマートフォン依存とデジタル環境の汚染
問題の関連性を示唆しているが、その詳細なメカニズ
ムは明らかにされていない。先行研究でも、デジタル
環境の影響は部分的にしか検討されていない（Holton

Chyi, 2012; Vosoughi et al., 2018など）。今後は、デジ
タル環境の特性やユーザーとの相互作用を詳細に分析
し、その影響のメカニズムを解明していく必要がある。



5. 文化的差異の考慮
スマートフォン依存の問題は、文化的な文脈によって

異なる様相を呈する可能性がある。先行研究では、文化
的差異に着目した研究もいくつか見られる（Pentina et

al., 2016など）。今後は、異文化比較研究を通じて、ス
マートフォン依存の文化的差異を明らかにしていく必要
がある。

6. 予防・対策法の開発と評価
本研究は、スマートフォン依存の予防・対策に向けた

示唆を提供しているが、具体的な介入策の開発と評価
は行われていない。先行研究でも、予防・対策法の開発
と評価は限定的である（Choi Kim, 2015など）。今後
は、本研究の知見を踏まえた介入策を開発し、その有効
性を実証的に評価していく必要があるだろう。
以上のような課題や先行研究を踏襲すべき点を念頭

に置きつつ、本研究の知見を発展させていくことで、ス
マートフォン依存の問題のより深い理解と、効果的な予
防・対策法の確立につなげていくことができるだろう。
本研究は、そうした取り組みの重要な基礎を提供するも
のであり、今後のスマートフォン依存研究の発展に寄与
することが期待される。
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